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鹿島 イビコン プロテックエンジニアリング

ジャパンパイルアルゴ北越メタル

■革新的光ファイバ計測技術
従来技術よりも高速・高精度な計測で構造物の状態を〝見える化〟し、データに基づく高品質なインフラの構築、効率的な
維持管理を実現します。
・数㎞にわたって数㎝ピッチでひずみ・温度・振動を計測
・地盤や構造物の変状把握が可能
・数十年以上の長期計測が可能
・通信用光ファイバの活用によって、低コストで効率的なモニタリングを実現
■山岳トンネルの自動化施工システム
山岳トンネル掘削工事の「穿孔」「装薬・発破」「ズリ出し」「アタリ取り」「吹付け「ロックボルト打設」で使用される
重機の自動化を進め、次世代の山岳トンネル自動化施工システムの構築により、安全性と生産性の向上を両立させます。

Ｃ－１
革新的光ファイバ計測技術／
ASCEL for Tunnel 山岳トンネルの自動化施工システム

Ｃ－２
防護柵の設置を可能にするコンクリート基礎ブロック「自在Ｒ連続基礎」

　自在Ｒ連続基礎は、車両用防護柵のためのコンクリート基礎ブロック。製品同士は上下
の凹凸を重ね専用のボルトで締結、高い曲線（Ｒ）対応能力を有しながら衝突荷重を一連
の構造体として受け持つ。埋設のみならず仮設として路面設置も可能。交差点部から高速
道路まで、全８種類の規格より現場条件に合わせた基礎をご提案。
　i-Constructionによる生産性向上の取り組みの中で、プレキャスト製品の活用促進に向
けて民間審査制度の活用が検討されているが、本製品は年４月、ＲＰＣＡ製品審査に
おいて「防護柵　路面設置Ⅱ群」として審査制度基準適合証明を取得

　プロテックエンジニアリングは雪崩・落石・崩壊土砂・土石流災害に効果的な「防護工」や、災
害の発生を未然に塞ぐ「予防工」など、人命や財産を自然災害から守るためのソリューションを数
多く開発しているメーカーです。
　開発から営業、設計、製造、施工までを行う一貫生産体制を整え、国土や人々の生活を守る製品
を生み出し、日本全国に数千箇所の施工実績をもっております。
　弊社には近年増えつつあるゲリラ豪雨による土石流に対応した防護柵アーバンガードという製品
がございます。
　こちらは一般財団法人　砂防・地すべり技術センターから、「建設技術審査証明」を取得してお
り様々な現場で人々の暮らしを守っております。

Ｃ－３
自然災害対策技術の革新で社会に貢献するメーカー

Ｃ－４
災害に強い国土強靭化の実現へ貢献する企業

　私たちは、鉄スクラップを主原料として、電気炉を活用し素材から加工までさまざまな
カタチの鉄鋼製品を生産する鉄リサイクルメーカーです。
　今回の展示では、型枠工事と鉄筋工事が一挙に行える鉄筋付デッキ「ファブデッキ」、
高強度且つ溶接性に優れた杭頭補強筋「New J-BAR」、高強度せん断補強筋「UHYフー
プ」の建築資材に加え、トンネルや擁壁、崖を補強する為の特殊ボルト類、各種メッシュ
筋等の土木資材を紹介させて頂きます。また、「ロックボルト」を用いるトンネル工法で
あるNATM（新オーストリアトンネル工法）の施工手順をお伝えするジオラマを展示、
ノベルティもご用意しておりますのでお気軽にお立ち寄り下さい。

Ｃ－５
最新ロボティクスに活用できるシステム＆センサーをご紹介！
自律移動ロボット、ＳＬＡＭ技術や高耐環境性３Ｄセンサにご注目！

　アルゴは〝日本にない技術を世界から〟をキーワードに、産業用の画像機器、特殊セン
サ、計測ユニット、ソフトウェアなどの製品を世界中から輸入し、販売と技術サポートを
行っている専門商社です。あらゆる分野のニッチなマーケットが対象で、日々の技術革新
から生み出される特長を持った技術製品を日本で紹介して新しいマーケットを創生してい
ます。最近は、次世代の自動化技術、つながる時代のセンシング、ネットワーク・高度情
報セキュリティー、ライフサイエンス、カーボンニュートラル、新動力などをターゲット
とし、時代の変化に対して半歩先の事業展開を行っています。

Ｃ－６
コンクリートパイル・鋼管杭・場所打ち杭のトータルプロデュース
杭はジャパンパイルにお任せください

　わたしたちジャパンパイルはコンクリートパイル・鋼管杭・場所打ち杭の３工種を唯一
扱う総合建設業社です。建物はもちろん道路橋の基礎杭の工事も担っております。
　創業年以来培ってきた技術力・品質・信頼を提供しています。製造・設計・施工ま
で一貫して扱っているため杭についてはジャパンパイルにご相談ください。
　当社を代表するSmart-MAGNUM工法をはじめ地盤・施工条件や建造物の用途に合わ
せて最適な杭のご提案をしております。
　ぜひジャパンパイルのブースにお立ち寄りください。

東亜建設工業八千代エンジニヤリング
Ｃ－９

私たちの今が、社会の未来を創る　Create Value, Build the Future

　当社は年（明治年）の創業以来、鶴見・川崎臨海工業地帯の造成に始まり、本州
四国連絡橋・関西国際空港・中部国際空港・東京国際空港（羽田空港）・東京湾横断道路
（アクアライン）など、人々の生活や産業を支える多くの大規模プロジェクトに携わり、
堅実な経営と高い技術力で海上土木事業のパイオニアとして走り続けてきました。　
　『高い技術をもって、社業の発展を図り、健全な経営により社会的責任を果たす』とい
う社是のもと、「人」と「技術」を礎にして、社会インフラの整備に貢献し、時代のニー
ズにあわせて領域の拡大を続けながら、未来を創造する企業を目指しています。

　【橋梁等の定期点検と補修設計、長寿命化計画改定業務の包括的な維持管理】
　「官民連携」の包括的民間委託により、橋梁等の健全性回復の加速化、維持管理における職員の
負担軽減・コスト縮減などを推進します。統一的な視点による診断とプロセスの連携により効率的
で一貫性のある持続可能な維持管理を実現します。
　ＴＲＡＶＩＣは、路側における撮影動画からＡＩで交通量を自動計測するシステムです。単路の
低い位置からの撮影に限定することで、全国道路・街路交通情勢調査に採用されている車種別交通
量を高精度に自動計測できます。市販機材の利用、低位置からの撮影、調査員人数の削減等、従来
の交通量調査よりも低コスト、省力化が図れます。

Ｃ－８
インフラメンテナンスの包括的民間委託　第６回インフラメンテナンス大賞　優秀賞受賞
TRAVIC　交通量とナンプレのインテリジェントな計測システム

奥村組／奥村機械製作 ワイビーエム

日特建設

　日特建設は、年（昭和年）、ダムの基礎処理を創業工種として始まり年、環境防災、維
持補修、都市再生分野の専門工事に特化した地質に強い施工会社として評価をいただいております。
　昨今、日本では地震や台風・豪雨などによる甚大な災害が頻発しており、建設業界には国土強靭
化、および減災化への対応が求められております。また、地球規模で見ても喫緊の課題が山積して
おります。
　これらの様々な課題解決に加え企業価値向上のため、人的資本の確保と育成、生産性の向上、安
全衛生・品質管理の強化、サステナビリティ経営の促進、新分野への挑戦に取り組んでまいります。

Ｃ－７
見えないところにこそ、私たちのプライドがある
私たちは、見えないところにこそ、誠実に技術を提供して、社会から必要とされる企業で
あり続けます。

韓水NATECH（ナテック）

　韓水ＮＡＴＥＣＨは、特殊アスファルト、アスファルト添加剤、道路補修材料を開発生産する会
社です。
　ＰＣＭＡは、生産温度を約℃に下げて二酸化炭素排出量を％減らすと同時に改質アスファ
ルトの強度レベルを確保できるＳＤＧｓに配慮したアスファルト舗装材料です。
　この他に道路騒音を画期的に低減させる低騒音アスファルト舗装など多様なアスファルト舗装の
技術、またポットホール補修材「Speed Ro Pocket」、クラック補修材「HS-Band」、加熱補修材
「HS Chip-seal」など様々な道路補修材を生産・販売しており、韓水NATECHは、持続可能な道
路インフラ構築に貢献します。

Ｃ－
韓水NATECHは、℃で生産可能なＰＣＭＡ（Polymer Cool Mix Asphalt）を開発し、
ＣＯを％減少できる舗装技術を開発した。

Ｃ－
〝人と自然を技術でむすぶ〟奥村組グループです。
奥村組グループの最新の取組についてのご紹介！

　建設技術展関東では、奥村組グループの最新の取組内容についてご紹介します。
　奥村組からは、最新技術のプレキャストＰＣ床版の新しい継手工法「Ｚスパイラル工法」、
パラメトリックツールを用いた最新のＩＣＴ技術、コンクリート統合管理システム、下水
道包括的維持管理の取組みをご紹介いたします。
　奥村機械製作は、得意とするシールドマシンの製作技術に加え、天井クレーンや直上高
架施工機などの製作品についてＰＲ致します。
　皆さまの御来場を、心よりお待ち申し上げます。

Ｃ－
ＩＣＴ地盤改良工の最適解　ＮＥＴＩＳ登録

　ワイビーエムが開発した『Y-Navi（杭芯位置誘導システム）』は、３次元計測技術を
用いた「出来形管理要領（案）第８編　固結工（スラリー撹拌工）編」に準拠したICT地
盤改良システムで、NETISに登録されています。（登録番号：QS-230040-A）
　Y-NaviはICT地盤改良工のすべての手順（マシンガイダンスデータ作成、杭芯施工位
置誘導、出来形管理、出来形帳票作成）にシームレスに対応しており、地盤改良工事にお
けるトレーサビリティの向上、エビデンスの蓄積を図ることが可能です。
　年の販売開始以来、施工実績は順調に推移しており、公共工事等で活用されていま
す。

：～：　国土交通省関東地方整備局主催
「建設技術フォーラム」
・あいさつ　岩﨑福久関東地方整備局長
・活動紹介　渡邊良一関東地方整備局企画部長
未来を切り拓く　関東インフラＤＸ

【施工現場におけるＩＣＴ施工の普及促進】
▷小俣陽平氏（関東地方整備局ＩＣＴアドバイザー／金杉建設）
地域建設業者が取組む、大規模工事～小規模工事のＩＣＴ施工技
術活用

【インフラ分野の脱炭素化、施工効率化】
▷加藤佳孝氏（東京理科大学教授）混和材大量使用締固めを必要
とする高流動コンクリートの開発

【インフラ分野のＤＸによる維持管理および点検の省人化・効率化】
▷浅見拓哉氏（三菱電機）、赤間慶氏（同）、上田英滋氏（同）
物理モデルと過去の実績データを活用した流量予測技術による河
川管理業務支援

▷田村洋氏（横浜国立大学准教授）拡張現実表示を用いたインフ
ラスマート点検および技術者養成のための支援システムの開発

▷熊谷公雄氏（ＩＨＩインフラ建設）スマートデバイス水門点検
サポートシステム「ＧＢＲＡＩＮ」

▷森川倫人氏（応用地質）表層傾斜計クリノポールによる、広域
・多点での防災点検の効率化技術

▷結城大介氏（拓和）直接流向を安価・簡易に計測するセンサー

ステージＡ展示ホールＣ（３階）
《日》
：～：　基調講演　廣瀬昌由氏（国土交通省技監）国土

交通省インフラＤＸの取組～i-Construction．
で目指す建設現場のオートメーション化～

：～：　講演　松坂敏博氏（東日本高速道路常務執行役員
関東支社長）ＮＥＸＣＯ東日本が描く未来の高
速道路

《日》
：～：　講演　湯川雅史氏（東京都建設局道路監）首都

東京の都市づくり
：～：　パネルディスカッション　建設コンサルタンツ協

会関東支部インフラ整備構想特別委員会「イン
フラから関東地方のミライを変える！」

：～：　講演　西山俊昭氏（神奈川県県土整備局長）
「いのち輝くマグネット神奈川」の実現

：～：　パネルディスカッション　日本コンストラクショ
ン・マネジメント協会「学生の私たちが考える、
マネジメントの可能性とキャリア」

ステージＢ展示ホールＤ（２階）
《日》
：～：　パネルディスカッション　建設産業女性定着支援

ネットワーク「～建設産業で働き続けてきた女
性が語る～建設産業の実態・魅力・未来」

：～：　出展者プレゼンテーション　パシフィックコンサ
ルタンツ

：～：　トークショー　田中道子氏（俳優・１級建築士試

験合格）俳優の私からみた建設の魅力
：～：　出展者プレゼンテーション　エイト日本技術開発
：～：　出展者プレゼンテーション　ＪＲ東日本コンサル

タンツ
：～：　出展者プレゼンテーション　ワイビーエム
：～：　ワークショップ　コンキャリ建設産業を目指す

学生のための就職セミナー

《日》
：～：　上映会＆トークショー　短編映画「ＲＯＡＤＩＮ

Ｇ…」（協力クリエイティブ・ラボ）
：～：　出展者プレゼンテーション　和建
：～：　出展者プレゼンテーション　応用地質
：～：　出展者プレゼンテーション　ＪＦＥグループ
：～：　出展者プレゼンテーション　新潟県
：～：　学生向けイベント　マイナビ学生の窓口建設業

界の魅力を探る
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解
決

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す


　
国
土
交
通
省
で
は

２
０
２
４
年

を
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
﹁
展
開
の
年
﹂
と

し
て
社
会
資
本
や
公
共
サ

ビ
ス


働
き
方
の
変
革
な
ど
を
実
現
す
べ
く

省
横
断
的
に
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す

関
東
地
方
整
備
局
に
お
い

て
も
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て


ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

２
・
０

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

Ⅱ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
に
加

え
て

小
規
模
工
事
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
普
及
拡
大
に
努
め
て
い
ま

す

今
後

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

建
設
産
業
に
浸
透
し

生
産
性
向
上

や
働
き
方
改
革
な
ど
の
課
題
解
決
に

繋
げ
て
い
く
に
は

建
設
業
に
携
わ

る
産
学
官
の
皆
様
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す


　
今
回
の
技
術
展
で
は

１
９
０
を

超
え
る
出
展
者
に
よ
る
最
先
端
技
術

の
展
示
や
コ
ン
キ

リ

マ
イ
ナ
ビ

に
よ
る
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト


﹁
ご

こ
ラ
ン
ド
﹂
﹁
ド
ボ
・
シ
テ


﹂
な
ど
子
供
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
体
験
サ

ビ
ス
な
ど

ま
さ
に

﹁
未
来
の
創
造
者
た
ち
﹂
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
で
頂
い
た
こ

と
は

建
設
業
に
お
け
る
課
題
解
決

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
た


産
学
官
が
連
携
を
は
か
る
う
え
で
貴

重
な
場
と
な
る
た
め
非
常
に
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す


　
こ
れ
を
契
機
に

組
織
や
分
野
間

の
連
携
が
さ
ら
に
密
接
な
も
の
と
な

り
技
術
の
融
合
や
技
術
革
新
が
加
速

す
る
こ
と
に
よ
り

建
設
業
が
よ
り

魅
力
あ
る
産
業
へ
変
革
・
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す


未
来
を
創
造
す
る
人
た
ち
が
集
う
場
に

　
﹁
建
設
技
術
展
２
０
２
４
関
東
﹂

を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
つ
い
て


主
催
者
と
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す

お
か
げ
さ
ま
で
建
設
技
術
展

も
関
東
地
域
で
５
回
目
の
開
催
と
な

り

出
展
者
様

国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
を
は
じ
め
と
す
る
共
催

・
後
援
の
皆
様
の
ご
支
援
の
た
ま
も

の
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す


　
さ
て

今
回
の
建
設
技
術
展
テ


マ
は
﹁
集
ま
れ
！
未
来
の
創
造
者
た

ち

﹂
で
す

国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
主
催
の
﹁
建
設
技
術
フ



ラ
ム
﹂
と
コ
ラ
ボ
レ

ト
し
な
が

ら

建
設
産
業
の
技
術
力
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
ア
ピ

ル
し

わ
が
国
の

未
来
を
形
づ
く
る
上
で

貴
重
な
機

会
と
な
る
よ
う
企
画
い
た
し
ま
し

た


　
会
場
の
２
０
０
を
超
え
る
ブ

ス

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
技
術
が
展
示

さ
れ
ま
す

ま
た


日
に
国
土
交

通
省
技
監
の
廣
瀬
昌
由
様

東
日
本

高
速
道
路
常
務
執
行
役
員
関
東
支
社

長
の
松
坂
敏
博
様


日
に
東
京
都

建
設
局
道
路
監
の
湯
川
雅
史
様

神

奈
川
県
県
土
整
備
局
長
の
西
山
俊
昭

様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す

講
演

者
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中

貴
重

な
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

こ
と
に

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す


　
本
年
も
出
展
者
・
共
催
団
体
ら
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

シ

ン
や
パ
ネ

ル
デ

ス
カ

シ

ン
の
ほ
か

イ

ラ
ス
ト
展
や
写
真
展
な
ど
建
設
業
の

魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く

用
意
し
て
い
ま
す

コ
ン
キ

リ
に

よ
る
﹁
建
設
産
業
を
目
指
す
学
生
の

た
め
の
就
職
セ
ミ
ナ

﹂

マ
イ
ナ

ビ
学
生
の
窓
口
と
タ
イ
ア

プ
し
た

﹁
建
設
業
界
の
魅
力
を
探
る
学
生
向

け
イ
ベ
ン
ト
﹂
も
開
催
し
ま
す

大

学
生
だ
け
で
な
く

関
東
圏
の
工
業

高
校
か
ら
多
く
の
生
徒
が
来
場
し


会
場
内
の
見
学
ツ
ア

に
参
加
い
た

だ
く
予
定
で
す

こ
う
し
た
大
学
生

や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

企
画
も
建
設
技
術
展
の
大
き
な
特
徴

と
な

て
い
ま
す


　
社
会
資
本
ス
ト

ク
の
維
持
・
更

新

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応

地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
の

実
現
な
ど

建
設
技
術
に
対
す
る
ニ


ズ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
化


高
度
化
し
て
い
ま
す

建
設
業
は
こ

う
し
た
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
に
加

え

デ
ジ
タ
ル
技
術
も
駆
使
し
て
生

産
性
の
向
上

担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す


　
出
展
者

来
場
者
お
一
人
お
一
人

が
﹁
未
来
の
創
造
者
﹂
で
あ
り

建

設
技
術
展
を
﹁
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

出
会
い
の
場
﹂
と
し
て
お
役
立
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す


最新の技術や導入事例など紹介

　
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
主
催
の
﹁
建
設
技

術
展
２
０
２
４
関
東
︵
Ｃ
｜
Ｘ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
２

０
２
４
︶
﹂
が



の
両
日

東
京
・
東

池
袋
の
サ
ン
シ

イ
ン
シ
テ

展
示
ホ

ル

Ｃ
・
Ｄ
︵
文
化
会
館
ビ
ル
２

３
階
︶
で
行

わ
れ
る


　
本
展
示
会
は
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
と
協
働
で
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
臨

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

今
回
で
５

回
目

開
催
時
間
は
午
前

時

午
後
５
時

︵
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
︶

初
日
の
午

前
９
時

分
か
ら
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ


を
開
き

国
交
省
や
地
方
自
治
体

建
設

関
連
団
体
の
幹
部
ら
来
賓
を
招
き
テ

プ
カ


ト
な
ど
を
行
う


　
会
場
で
は
１
９
０
を
超
え
る
企
業
・
団
体

が
出
展
し

新
技
術
・
工
法
や
最
新
の
導
入

事
例

事
業
活
動
な
ど
を
紹
介

調
査
・
設

計
か
ら
施
工

維
持
管
理
と
い

た
建
設
生

産
サ
イ
ク
ル
の
高
度
化
・
効
率
化
に
つ
な
が

る
一
押
し
技
術
が
一
堂
に
並
ぶ

働
き
方
改

革

生
産
性
向
上
な
ど
建
設
業
が
直
面
す
る

課
題
の
ほ
か

脱
炭
素
化
と
い

た
社
会
問

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
な
ど

幅

広
い
分
野
で
活
躍
す
る
建
設
関
連
企
業
・
団

体
の
最
新
事
例
・
動
向
も
発
信
す
る


　
特
設
ス
テ

ジ
で
は
建
設
業
行
政
・
発
注

行
政
を
担
う
国
土
交
通
省
や
東
京
都

神
奈

川
県

東
日
本
高
速
道
路
会
社
の
技
術
系
幹

部
ら
が
講
演

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
都
市
づ
く
り
な
ど

建
設
・
イ

ン
フ
ラ
産
業
の
未
来
を
展
望
す
る


　
関
東
地
方
整
備
局
主
催
の
﹁
建
設
技
術
フ



ラ
ム
﹂
で
は

Ｘ
｜
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
︵
ク
ロ

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

︶
を
実
現
す
る
新
技
術
を

テ

マ
に

最
新
技
術
︵
Ｉ
ｏ
Ｔ

ロ
ボ


ト

Ａ
Ｉ
等
︶
の
現
場
実
装
に
向
け
た
取
り

組
み
の
ほ
か

ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
や
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の
関
連
技
術
な
ど

を
紹
介
す
る


　
日
本
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
協
会

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関

東
支
部

建
設
産
業
女
性
定
着
支
援
ネ

ト

ワ

ク
が
そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ


ン
を
実
施

コ
ン
キ

リ
と
マ
イ
ナ
ビ
は

学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ

イ
ベ
ン
ト
を
行
う


タ
レ
ン
ト
活
動
を
し
な
が
ら
１
級
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
田
中
道
子
さ
ん
の
ト

ク
シ



の
ほ
か

短
編
映
画
﹁
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ


﹂
の
上
映
会
＆
ト

ク
シ



重
機
を

Ｖ
Ｒ
︵
仮
想
現
実
︶
で
動
か
す
シ
ミ

レ


タ

や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
﹁
ご

こ
ラ
ン

ド
﹂
な
ど

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

世
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
用
意
し

て
い
る


　
展
示
会
場
で
は

日
刊
建
設
工
業
新
聞
の

電
子
版
機
能
の
紹
介
コ

ナ

も
用
意

記

事
・
人
事
情
報
検
索
の
ほ
か

建
築
プ
ロ
ジ


ク
ト
関
連
の
記
事
を
ひ
も
付
け
た
地
図
情

報
検
索
な
ど
各
種
機
能
を
体
験
で
き
る


　
技
術
展
の
参
加
は
無
料

土
木
学
会
Ｃ
Ｐ

Ｄ
は

日
４
・
７
単
位
／

日
３
・
５
単
位


全
国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
連
合
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
は
各
日
２
ユ
ニ

ト
認
定
さ
れ
て
い
る


特
設
サ
イ
ト︵https://www.decn.co.jp/

kengi2024/

︶
で
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
詳
報

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
の
会
期
は


日
か
ら

月

日
ま
で


集まれ！未来の創造者たち。



（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１１月７日　（木曜日）

アサヒ産業／伊藤忠ＴＣ建機 フジタ ピーエス・コンストラクション
Ｃ－

道路橋の床版取替工事をはじめ、様々なコンクリート構造物の補修・補強技術を多数展示。

　当社は、年の創立以来、プレストレストコンクリート技術の日本初のパイオニアと

して、各種の建設工事に数多く実績をあげており、国内有数のＰＣゼネコンとして競争が

熾烈な建設業界の中でも独自の存在感を堅持しながら事業を展開しております。

Ｃ－
生産性向上に貢献する最新のドローン活用技術
社会課題解決につなげるソリューションをご紹介

　ドローン活用技術として、ドローンドックから自動で離着陸し、ＧＰＳの有無に関わら
ず指定されたルートを自律飛行し、写真・動画撮影。ドローンを自動的に充電のうえ、撮
影データはクラウド上に自動でアップロードできる「全自動ドローン」をご紹介。会場で
は最新のドローンおよびドックの実物を展示します。さらに、ＧＮＳＳが受信できないト
ンネル坑内でも安定したドローンの自律飛行を実現すると同時に、工事進捗の情報収集を
自動化する「トンネル坑内自動巡視ドローン」の実物展示と度カメラで撮影した映像
をＶＲで体験できる特設コーナーをご準備しております。その他にも当社がご提供する、
さまざまなソリューションをパネル展示でご紹介します。

◆次世代足場『ミレニューム』は、国土保全のため様々な土木工事で利用されている手すり先行式システム
足場＆支保工です。NETIS登録技術の『MN-NORIMAX工法』や、『MN-NK BRACE支保工法』、『
Re.PUSＨ吊り足場工法』などの現場事例を模型とパネルでご紹介します。
◆金網の代わりに登場した『マルチGRID』は、軽量１㎏、厚み４㎜、耐候性年以上、難燃、引張強度
Ｎ以上、曲げても折っても大丈夫！NETIS登録技術です。有効利用されている土木工事事例をご紹介
します。
◆『Ｆ砂Ｓ工法』は、タンク内で水と砂を加圧した泥化研削材を使用したⅠ種ケレン仕様素地調整工に用い
る湿式ブラスト工法です。研掃面の戻り錆対策を考慮して経済性、安全性、施工性の向上が期待できます。

Ｃ－
仮設機材メーカーと建機商社が提案する「安全」「短工期」「省力化」ソリューション
「模型作るの大変でした…。貴方が見に来てくれないと私、社長に怒られます。」な件

菱建基礎 清水建設 日本道路
Ｃ－

～日本道路の地球にやさしい工法～
未利用バイオマス材料を舗装材に添加することで炭素固定できる技術

　大気中における二酸化炭素の濃度が年々増加し、地球温暖化が深刻化しています。しか
し、大型トラックや航空機、工場などから出る二酸化炭素の「排出量」に関して、削減の
取り組みが行われていますが、限界があります。弊社は、二酸化炭素の「吸収量」に着目
し、大気中の炭素が吸収された〝未利用バイオマス（木・樹皮・竹）〟を原材料とした木
質成型ブロック『木煉』、さらに“未利用バイオマス”を炭化した〝バイオ炭〟をアスフ
ァルト混合物の砂の代替で添加した『バイオ炭アスコン』を、年のカーボンニュート
ラル達成にむけて有効な炭素低減技術としてご紹介致します。

　建設現場の生産性向上や働き方改革を目的とした「i-Construction ．」に対する、当社の「施
工・データ連携・施工管理のオートメーション化」の取り組みを紹介します。建設業を取巻く情勢
が変化する中、デジタル技術やデータの活用により、省人化・省力化の実現と安全で品質の高い施
工の両立に向けた取り組みを続けて参ります。
また、年のカーボンニュートラル実現には、土木工事で生じるＣＯ排出量の正確な算出が必
要です。「Civil-ＣＯ」は、積算データから工事に用いる資機材情報とそれらに対応するＣＯ
排出原単位を設定し、ＣＯ排出量を自動で算出。排出量算出業務を大幅に省力化できます。

Ｃ－
〝i-Construction ．が目指す建設現場のオートメーション化への取組み〟と
〝ＣＯ排出量可視化プラットフォーム「Civil-」〟

　当社は杭基礎工事や地盤改良工事の施工を行う杭専門工事会社です。
　現場では、排ガス規制対象重機の使用、バイオ燃料やＧＴＬ燃料への転換、ＥＶ・燃料電池車の活用を積
極的に行っています。
　地下水の汚染や汚染土対策に有効な残土処理の必要が無い無排土工法である
「つばさ杭」の施工で、環境にやさしい杭工事を提供しています。
　また、クリーン活動などの地域社会への貢献活動も積極的に実施しています。安全で安心して働ける健康
経営の取り組みとして、健康企業宣言を行い、「金の認定・銀の認定」取得に取り組んでいます。今後も脱
炭素・気候変動問題にどう対応していくかの取り組みを加速し、杭事業を通してＳＤＧｓへ貢献してまいり
ます。

Ｃ－
基礎工事を通して持続可能な社会の実現へ
場所打ち杭のリーディングカンパニー

ニュージェック 錢高組 早川ゴム

　ワンタッチ固定で施工可能な誘発目地材（ＮＥＴＩＳ登録番号ＣＢ－－Ａ）として新たにサンタッ
クスパンシール誘発目地材がＮＥＴＩＳ登録されました。固定治具を用いたワンタッチ施工に変えたことに
より、結束線や工具、溶接作業が不要となるため、省力化が可能となり、熟練工に依存しないため、経済性
および施工性が向上します。ＩｏＴの分野では潤トワシステムがあり、コンクリート養生の管理を養生マッ
ト含水率によって実施します。自動測定＋自動散水および停止に変えたことによって、省人化・省力化・管
理まで行えるシステムです。また、亜鉛イオンが植物の生育を抑制する効果を利用した雑草対策の草ゼロプ
レートなど、多種多様な分野のＮＥＴＩＳ登録製品を扱っております。

Ｃ－
時代のニーズに合わせた省人化・省力化・ＩｏＴを中心としたＮＥＴＩＳ登録製品を展示
します。
早川ゴムブースへ是非ご来場ください。

Ｃ－
時を超え、持続する価値創造を

　当社は、創業年（寶永
ほうえい

２年）以来、道路や鉄道といったインフラ整備をはじめ、商
業施設や学校、病院、工場など各種施設に至るまで、国内外で数多くのプロジェクトに参
画し、年を超える歴史のなかで人々の夢を大地に刻んできました。
　この間、常に技術の開発に励み、施工において最新技術を取り込んでまいりました。今
回の展示会では、その中の土木工事と建築工事に関する最新技術を紹介いたします。

Ｃ－
次世代型流量観測　＆　防災・維持×ＤＸ

　次世代型流量観測として、①河川水面を撮影した動画を基に画像解析により流量を算定
　②河川水面の波から流速を計測して電波流速計で観測して流量を算定　③H-ADCPに
より水中の横断流速分布を観測して流量を算定　の技術を開発し、業務等に活用しており
ます。①については、『映像とＡＩによる河川流量の自動観測システム（Hydro-STIV）
の開発』をハイドロ総合研究所と開発、土木学会技術開発賞を受賞したので紹介します。
その他、河川財団らとともに開発した水空ドローンなどについて紹介します。

極東貿易 東洋建設 復建技術コンサルタント
Ｃ－

「過酷な環境に最適なＥＣＵ＆センサー」

　過酷な環境で動作する自律動作マシン、ＡＩアプリケーションに最適なＥＣＵ＆セン
サーを展示します。
▶NVIDIA Jetson搭載　ECU／エッジコンピュータ
▶XSENS　慣性センサーモジュール（IMU, VRU, AHRS, GNSS/INS）

　その他、自律移動ロボット、建設ロボットの開発に関わる製品のご提案を致します。
　お気軽にブースへお立ち寄りください。

Ｃ－
洋上風力の技術開発を推進し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献していきます。
新しい豊かな技術で社会課題の解決と「明日のためのモノづくり」に取り組んでいます。

　東洋建設は、年（昭和４年）、兵庫県武庫郡鳴尾村（現西宮市）の沖合を埋め立て、
一大工業港・コンビナートを建設することを目的に設立された会社です。現在では、日本
だけでなく、フィリピンやインドネシア、ケニアといった国にも進出し、社会インフラの
整備に取り組んでいます。
　当社は、創業以来一貫して建設事業を通じて様々な社会課題の解決に取り組んでいます。
その中で、洋上風力発電施設建設事業への参画を目的に技術開発やケーブル敷設船の新造、
人財育成に力を注いでいます。当社が長年培ってきた海上土木の技術力を最大限に発揮し、
カーボンニュートラル社会の実現に貢献していまいります。

Ｃ－
蛍光Ｘ線分析法と拡張現実技術によるコンクリート塩分濃度調査技術
中小河川管理用ソフトe-River／河床変動量等自動計測ソフトe-Inspection

　当社は東北大学吉川研究室、日本大学岩城・前島研究室、エビデント、ＸＭＡＴと共同
で、非破壊検査法である蛍光Ｘ線分析法と拡張現実技術を組合せた新しい調査工法を開発。
従来手法（ドリル法・化学分析法）に比較し、工程やコストを大幅に圧縮。またＵＡＶ画
像とＡＩを用いて、河川堤防天端舗装のひび割れ箇所を自動検出するソフト「e-Inspectio
n」を開発。e-Inspectionは、二時期のＵＡＶデータを比較し、差分抽出（護岸変状、土
砂堆積、植生繁茂等）も可能。これらの機能により、河川巡視・点検の効率化・高度化に
貢献します。そして、e-Riverを活用することで、より効率的な河川維持管理が実現でき
ます。

ケイコンＫＪＳ協会／アンカー補修協会／ＮＭアンカー協会イマギイレ
Ｃ－

自走式破砕機・自走式スクリーン等の環境リサイクル機械の
レンタル・販売及び修理を事業展開しております。

　イマギイレは、建設機械、環境リサイクル機械、情報化施工機器、微細水ミスト噴霧器
などの幅広い商品を経済合理性のあるレンタルというサービスでご提供しています。
　特に、環境リサイクル機械のラインナップ・保有台数（台以上）は業界トップクラ
スを誇り、知識・経験豊富なスタッフがお客様の現場に合わせた最適な現場環境ソリュー
ションを提案致します。
　近年持続可能な未来のために様々な企業が取り組むＳＤＧｓ。イマギイレは、リデュー
ス・リユースによる循環型社会の形成によって環境負荷の低減を実現するレンタルビジネ
スを通して、豊かで明るい未来の実現を目指します。

エイト日本技術開発
Ｃ－

インフラDXの実践　～エイト日本技術開発からの提案～

　エイト日本技術開発は、総合建設コンサルタントとして培った技術と最新のデジタル技
術を融合し、防災・維持管理等様々な分野で「インフラDXの実践」に取り組んでいます。
　昨年度注目技術賞優秀賞を受賞したAUV（自律型無人潜水機）にASV（自律型無人計
測艇）を加えた水中計測技術や、魚類を種別ごとにカウントできる魚類ＡＩ技術などの最
新事例をご紹介します。
　また、土木構造物のさまざまな形式の点検データを地図上でまとめて管理できる「in M
ap」や、地域住民の水防災意識向上のための「防災マンガ」も合わせて出展いたします。

ＳＵＰＥＲＪＥＴ研究会／Ｘ－ＪＥＴ協会
Ｃ－

巨大地震対策工事の切り札　－大型高速地盤改良のＳＵＰＥＲＪＥＴ工法、一定の改良径
を実現するＸ－ＪＥＴ工法

　本工法は開発以来、立坑築造に伴う底盤改良や先行地中梁、シールド工事に伴う坑口防
護、地中接合等の仮設工事に適用されてきました。近年では、社会基盤整備や維持修繕事
業への適用が増え、耐震補強や液状化対策工事にも用いられており、おかげさまで約年
の実績を重ね、件以上の工事実績があります。
　ＳＵＰＥＲＪＥＴ工法は、改良径φ．ｍ～．ｍのタイプを取り揃えており、高速化と
大口径化を図った工法です。Ｘ－ＪＥＴ工法は、改良径φ．ｍ～．ｍのタイプを取り揃
えており、２本の超高圧ジェット噴流を一定距離で交差させることで、地盤の硬軟に左右
されず一定の改良径が造成できる技術です。

ＰＡＮ　ＷＡＬＬ工法協会
Ｃ－

省人化、省力化を実現した安全性の高い地山補強土　ＰＡＮ　ＷＡＬＬ（パンウォール）
工法

　「ＰＡＮ　ＷＡＬＬ工法」は、表面工にプレキャストコンクリート板を用いた急勾配化
（垂直～５分、３分標準）が可能な地山補強土工法である。小型機械での施工や、「逆巻
き」「順巻き」施工の応用により、現道交通を確保しながらの谷側拡幅工事や災害復旧に
も活用できる。また在来工法では困難であった、高速道路の拡幅、新設河川や河川改修の
護岸、既設構造物の補強、土留め等においても効果を発揮できる工法である。
　全国施工実績件以上、面積．万㎡以上、「土木学会　技術推進ライブラリー№」
「ＣＢ－－ＶＥ【活用促進技術】」

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
Ｃ－

建設技術展に初出展　令和６年３月に開業を迎えた北陸新幹線の建設技術
持続可能な社会に向けて〝シンカ〟「建設ＤＸビジョン」

　鉄道建設・運輸施設整備支援機構は、整備新幹線や都市鉄道などの鉄道建設プロジェク
トを、ルート選定から路線開業に至るまで一手に担うことができる鉄道技術者集団であり、
これまでに整備した全国の鉄道路線は路線、総延長は約，㎞となります。今回、令
和６年３月に開業を迎えた北陸新幹線（金沢・敦賀間）に採用した建設技術や、建設業界、
鉄道業界の将来を見据えて策定した「建設ＤＸビジョン」、鉄道建設における環境への取
組み、自然災害により被害を受けた鉄道事業者を支援する新たな取組み「鉄道災害調査隊
（RAIL-FORCE）」について紹介します。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

横河ブリッジ／日軽エンジニアリング

　橋梁に５年に一度の定期点検が義務付けられ、検査路に替わる桁全体を覆う常設足場が注目され
ています。この設備により橋梁点検車等による車線規制が不要となり、常設足場の中で床版下面や
桁部材の面的な近接目視点検が可能となります。
　アルミ合金製常設足場「cusa」の歩廊面はフラットで台車による資機材運搬も可能なため補修
作業の足場としても利用できます。
　また、桁本体をパネルで覆うことで飛来塩分等の侵入を防ぎ桁本体の腐食環境が大きく改善され
るとともに、床版コンクリートの剥落等による第三者被害の防止にも寄与します。
　橋梁の維持管理の省力化と長寿命化を提供するcusaは、橋梁老朽化対策の最適解です。

Ｃ－
～橋梁維持管理・橋梁長寿命化対策製品～
アルミ合金製常設足場「cusa（キュウサ）」

日さく
Ｃ－

　創業明治年の実績を基に、さく井・土木・調査の３部門に加え製造部門を擁する強み
と、蓄積した技術と経験を活かし、きめ細かいサービスの提供に取り組んでいます。

　井戸に取り付ける手押しポンプは、災害の発生によって、水道水の供給が途絶えた場合
でも、動力源不要で生活用水の確保ができます。また、ポンプ部が水面下となる構造のた
め、地下水位の低い井戸でも優れた揚水能力を発揮します。
　当社では災害対応の初動において、ＵＡＶで撮影した３次元情報やオルソ画像を活用し
ています。これにより危険な災害現場に立ち入ることなく、現場の地表面モデルが得られ
るため、迅速かつ安全な初動対応が可能となります。
　地すべり防止施設は、維持管理・修繕による長寿命化を図ることが重要であるため、レー
ザスキャナを用いた測定により、３Ｄ点群データで施設状況を見える化します。

中大実業
Ｃ－

①令和６年度推奨技術に選定された床版排水技術「クワトロ・ドレーン」
②川裏側に設置する新しい無動力ゲート「マルチフラップゲート」

　①橋梁床版防水層の早期劣化等による防水層の下面に入り込んだ水も排水可能にした新
技術です。従来になかった下部排水管の脱落を防止する機能や腐食を防止するなどの４つ
の新しい機能が搭載したのが『クワトロ・ドレーン』です。
　②樋門や樋管に設置されているゲートの管理は、大雨が降る度に昼夜関係なく人力で操
作していました。昨今では管理人を不要とする無動力自動開閉ゲートも登場していますが、
大規模工事が必要で採用が困難なケースもありました。災害対策が急がれる今、従来のゲー
トはそのままに新しく川裏側に低コストで簡単に設置することができるのが、『マルチフ
ラップゲート（無動力減災ゲート）』です。

国土防災技術／サンスイ・ナビコ 総合資格

国土防災技術
　土と水と緑の技術で社会に貢献する建設コン
サルタントです。本展示会では、以下の技術を
ご紹介いたします。
・高品質コア採取技術・ＱＳボーリング工法
・特殊土質試験
・蛍光Ｘ線分析装置を活用したコンクリート塩
分調査

サンスイ・ナビコ
　斜面に関する防災・復旧・緑化の各ステージ
で必要な土木資材を、開発・製造・販売する斜
面の専門会社です。本展示会では、以下の技術
をご紹介いたします。
・Fixr（フィクサ）グラウンドアンカー工法
・仮設ＥＣＯバインド工法
・ロックボルトパッカー

Ｃ－
土と水と緑の技術＆斜面防災に関する製品をご紹介します！

　「総合資格」は、全国約拠点で建築士・施工管理等、建設系資格試験合格を支援する「総合資
格学院」を運営する資格指導のプロです。特に１級建築士の合格実績は毎年日本一です。
①　建設業界特価の「人材紹介サービス」で企業様と求職者をベストマッチング！
②　建築・土木学生の総合情報サイト「総合資格navi」で企業様と学生を繋ぐ！
③　建設業界に特化したWeb合同企業説明会をＲ７年５月に実施予定です！
　総合資格は建設業界の未来を人材から変えてゆきます。
　業界特化の「総合資格」だからこそ出来る資格取得支援・人材支援サービスを、ぜひ一度お試し
ください！

Ｃ－
建設業界の未来を、人材から変えてゆく。
「総合資格」が建設業界の資格取得支援・就職・転職支援サービス

大日本ダイヤコンサルタント ＫＴＢ協会／ＰＣフレーム協会
Ｃ－

高耐久性グラウンドアンカー「ＫＴＢ・引張型ＳＣアンカー工法」
高強度のプレキャスト・プレストレストコンクリート受圧板「ＰＣフレーム」

　ＰＣ鋼より線の素線１本１本を塗装する全素線塗装型ＰＣ鋼より線〈ＳＣストランド〉
を使用した「ＫＴＢ・引張型ＳＣアンカー工法」は、シンプルな構造で削孔径の細径化を
実現した経済性に優れたグラウンドアンカー工法です。
　そのグラウンドアンカーに使用する受圧板「ＰＣフレーム」は、工場で製作される高品
質なコンクリート製受圧板です。施工方法においては「逆巻き施工」も可能なため、従来
の「現場打ち法枠工」に比べて安全性に優れ、工期の短縮が可能です。
　「ＫＴＢアンカー」及び「ＰＣフレーム」は、「地すべり」や「がけ崩れ」などの土砂
災害を防止する法面安定化工法です。

ノルトロックジャパン アールアンドアール
Ｃ－

「そのボルトの緩み問題、解決しませんか？」
ＮＥＴＩＳ活用促進技術で唯一のボルト緩み止め【ノルトロックワッシャー】

　弊社は、あらゆるボルト締結の課題を共に解決するパートナーとして、安全で確実なボ
ルト締結はもとより、作業時間の短縮化や省力化、メンテナンスによるダウンタイムの削
減といった作業の効率化に貢献します。本展示会では、ＮＥＴＩＳ活用促進技術に認定さ
れた唯一のボルト緩み止め「ノルトロックワッシャー」や、発売以来ご好評をいただいて
おりますノルトロックの一体型新製品「ノルトロックワッシャー組込みボルト」、「コン
ビナット」の他、太径ボルトも簡単に締結する機械式テンショナー「スーパーボルト」や
デジタル技術でボルトの軸力を可視化する「ロードセンシング・テンショナー」「ロード
センシング・フレックスナット」をご紹介いたします。

Ｃ－
アルミケーブル専用端末処理機材レンタル

　古河電工グループが展開する『らくらくアルミケーブルシステム』は近年、銅導体に代
わる低圧アルミ導体として注目されています。特徴として、従来の銅ケーブルと比較する
と重量が軽く、柔らかいため、延線や端末加工が容易になり、安価にもなるメリットがあ
ります。
　問題点として素材の性質の違いから、従来の銅ケーブル用の圧縮、圧着工具の共用が不
可となる為、専用工具が必要となります。当社では普及率の高いカクタス製圧着工具に対
応するアルミケーブル専用機材を全て対応出来るようにレンタル機材をご用意しておりま
す。
※『らくらくアルミケーブルシステム』は日本における古河電工の商標登録です。

日本物理探鑛
Ｃ－

陸上水平磁気探査Δ（デルタ）システム

　当社は不発弾や機雷を対象とした磁気探査を得意としており、探査に用いるセンサから
解析ソフトまでを自社にて開発・生産しています。今回ご紹介するΔシステムは、国内外
での実証実験をもとに開発された一軸差動型フラックスゲート磁力計です。高密度の水平
探査を短時間で完了し、探査結果を直感的に分かりやすいコンターマップで出力できるこ
とが特徴です。不発弾調査のみならず、地中に残置された埋没鉄類（Ｈ型鋼材や有筋コン
クリート等）の確認にも活用できます。展示会場では実際に使用している探査機材を用意
してお待ちしております。

ＫＡＮＳＯテクノス
Ｃ－

地中埋設物等の非破壊探査、建物、水路構造物などの
インフラ管理はもちろん、河川・海洋調査もお任せください！

　目視では確認できない地中構造物や埋設物、地層の確認を、豊富な非破壊検査技術で検
出しますので、撤去・新設工事の設計に貢献します。
　小水力発電所のみならず各種水路構造物には、弊社が保有する特殊ドローン・ＲＯＶで、
設備管理者様が抱えている様々な課題解決のご提案をさせていただきます。
　環境事業部は、気象観測や森林・河川・海洋における様々な環境・生物調査もご提案し、
持続的な社会実現のために貢献し続けます。
　建築事業部は一級建築士事務所の立場で建物調査・実施設計を行い、お客様のご意向を
確認しつつ、適切な浸水防止扉の取替計画をご提案します。

　従来技術アンカーは、頭部キャップ内がグリース充填の
無めっき鉄素地定着具で供用後早期に生じるグリース熱劣
化と定着具腐食が最大の課題でした
　これを解決してアンカー構造性能をより高い安全性・耐
久性・予防保全性にしたのが新技術のＥＨＤアンカーＨＰ
工法です。
　本工法の主な特長は、次の通りです。

　＊アンカー頭部構造は、透明キャップ、グリース充填な
しでニッケルめっきの長尺型ナット付定着具、耐水圧
．MPaのプレート止水構造の３種類の新技術によ
り、耐久性が向上

　＊施工が容易であるため確実な施工が行えて出来形の均
一性が保たれやすくなる。

　＊新頭部構造の頭部調査維持管理の省力化により、メン
テナンス費用の％縮減で経済性と予防保全性が向上

Ｃ－
ＥＨＤアンカーＨＰ（ハイパー）工法　
【国土交通省ＮＥＴＩＳ登録番号　ＨＫ－－Ａ】
─経済性・安全性・耐久性・予防保全性に優れたグラウンドアンカー工法─ＫＪＳ協会

　「フレア護岸」は、特異な円弧形状で波を滑らかに沖へ返すことが出来る護岸で、天端高を低く抑え、
消波ブロックも無くせることから、海岸景観の阻害や前面砂浜の消失といった従来の課題が解決できま
す。また、現場打ち併用でプレキャストを曲面部分に絞ることにより、施工性と経済性を両立させてい
ます。
　「かさ上げくん」は、既設護岸の小規模嵩上げ工事に対応した新製品です。仮設不要の単純施工によ
り、現場打ちに比べて大幅な工期短縮と労務削減を実現します。
　さらに、弊社の脱炭素製品の総称として「ＭＡＭＯＲＥＴＥ」の技術を紹介しております。展示ブー
スでは、「フレア護岸」の迫力ある波返し状況の映像をお見せしていますので、是非ともお越し下さい。

Ｃ－
プレキャスト大型波返しブロック「フレア護岸」、プレキャスト護岸嵩上げ工法「かさ上
げくん」、脱炭素社会に貢献するプレキャスト製品の総称「ＭＡＭＯＲＥＴＥ」

　大日本ダイヤコンサルタントは、構造物の計画・設計に強い大日本コンサルタントと、地質・地盤の調査
・解析に強いダイヤコンサルタントの合併会社です。年以上の実績と高度な技術サービスで、社会課題の
解決に挑戦し、両社の強みを活かした技術開発でサステイナブルな社会を実現するために取り組んで参りま
す。
　建設技術展関東では、地表踏査等での地質図、断面図、ルートマップをリアルタイムで表示するアプ
リ「ダイヤ電子野帳」や、水文調査における観測作業の効率化、ヒューマンエラーの防止を目的に開発した
「水文観測総合アプリ」などの現場支援アプリ、橋梁の点検診断・原因分析・補修工法の選定にＡＩを用い
たタブレットシステム「橋守ＡＩヘルパー」、インフラの健全性評価・長寿命化に貢献するため法面点検作
業にＵＡＶ技術とＤＸ技術を導入した「のり面点検装置」などをご紹介致します。

Ｃ－
大地と空間、人と社会の可能性を引き出し、未来を拓く。
信頼のもと、社会になくてはならない企業グループに。

集まれ！未来の創造者たち。
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大豊建設 若築建設 東急建設

　ＰＰＣａボックスカルバートは、現場打ちボックスカルバートの側壁、頂版を部分的にプレキャ
スト部材へ置き換えたボックスカルバートの構築工法です。軸方向鉄筋等が内蔵された部分プレキ
ャスト部材を組立て、中詰めコンクリートを打ち込むことでボックスカルバートを構築します。
　トコミドリは、東急建設のグリーンインフラのブランドです。自然の力を活用して都市の課題を
解決する東急建設の〝みず〟と〝みどり〟と〝いきもの〟の技術には「アクアプラ」「雨庭」「バ
イオスウェル」「クラピア」「テラポンド」「貯留水循環型ビオトープ」「ＢＳＥＴ」「ＣＳＥＴ」
があり、サイトで紹介しています。

Ｃ－
ＰＰＣａボックスカルバート（部分プレキャスト部材を用いたボックスカルバート構築工
法）
トコミドリ（東急建設の〝みず〟と〝みどり〟と〝いきもの〟の技術）

Ｃ－
試薬噴霧機構付きＣＰＴビデオコーン貫入試験器「WIT-video-CPT」

　「WIT-video-CPT」は、ビデオカメラを有した電気式コーン貫入試験機（video-CPT）
に、試薬を噴霧する機構を備えたものです。試薬を使い分けることにより地盤の酸性、ア
ルカリ性を視覚的に判断できます。セメント系地盤改良工法の施工直後において、コーン
貫入試験（貫入時）および試薬テスト（引抜時）を一連で行うことにより、効率的に改良
地盤の品質や出来形を可視化することができます。

Ｃ－
大豊建設は「信頼に応える確かな技術」を礎に得意工法であるニューマチックケーソン工
法と泥土加圧シールド工法を軸として、防災・減災、国土強靭化の事業を担っています。

　大豊建設は常に時代の先を見据え、ニーズの変化を的確に予測して対応することで、数々
の実績を築いてきました。それを可能にしているのは、どんな時代にも対応できる技術力。
独自開発したニューマチックケーソン工法と、長きにわたって技術を磨いてきた泥土加圧
シールド工法は、大豊建設が特に誇りとする技術です。何より大切なのは、そのノウハウ
を継承し、改良し、現場で工夫・努力し続ける優れた技術者たちの存在です。大豊建設は、
「信頼に応える確かな技術」で、安全、品質、工程、コストを徹底的にマネジメントして、
着実に工事を進めています。

エヌ・ティ・ティ・インフラネット 日本コンストラクション・マネジメント協会 新潟県（Made in 新潟　新技術）
Ｃ－

Made in 新潟　新技術　～新潟県がバックアップする土木・建築の新技術～

　新潟県では、県内企業が開発した土木・建築分野の新技術を募集し、当県等が発注する
工事に使用した結果を含めて広く情報提供し、新技術の普及と活用を促進しています。本
展示会では、全登録技術の中から、４技術をご紹介します。ぜひ、当ブースに足をお
運びください！
【出展技術】〈側溝上部改修工法『ネプラス工法』／高橋土建〉、〈在来植物による飛砂
防止緑化工法『はまみどりマット』／グリーン産業〉、〈さまざまなシートに対応可能な
シート止め杭『フラット杭』／浅野木工所〉、〈高輝度・ＬＥＤ矢印板『ＴＷＩＮ・ＶＩ
ＳＩＯＮ』／レックス〉

Ｃ－
発注者の立場に立ったコンストラクション・マネジャーが主体的になって
建設プロジェクトを推進していく「ＣＭ方式」が注目されています。

　新たな建築生産方式として、発注者の立場に立ったコンストラクション・マネジャー
（ＣＭｒ）が、プロジェクトの目標や要求の達成を目指して、プロジェクトを主体的に進
めていく「ＣＭ方式」が注目されています。今年で３回目となる出展ブースでは、大型パ
ネル展示「解説：ＣＭってなんだ？（解説）」「実績：ＣＭ選奨受賞作品」および大
型モニターで動画コンテンツの放映を行います。ステージプログラムでは、月日（木）
：から特設ＳＴＡＧＥ　Ａ【３Ｆ／展示ホールＣ】にてパネルディスカッション「学
生の私たちが考える、マネジメントの可能性とキャリア」にて、将来建設マネジメント領
域での活躍が期待される若手たちが登壇します。

Ｃ－
立会受付Ｗｅｂシステム

　工事申請者が埋設物照会を実施したい範囲をＷｅｂ上で申請し、その申請内容を受付者
がWeb上で確認・回答することができるサービスです。
　システム化することによる時間受付、受付情報の一括管理と共有化、処理のＤＸ化に
より進捗管理等も効率的に実施できます。
　また、設備有無の自動判定機能（オプション）により、工事会社から申請された工事範
囲における埋設物有無を自動で判定することができるため、スキルレスによる判定が可能
となります。
　判定時に埋設物が無い場合には工事会社に自動で返信するため、埋設物確認作業の省力
化を実現しています。

三信建設工業 福田道路 安藤ハザマ

　安藤ハザマは「菌の呼吸」の使い手です。
　酸性環境で鉄呼吸する鉄酸化細菌は、高濃度水銀汚染環境で生存可能です。水銀汚染された土壌・地
下水に鉄酸化細菌と栄養塩を投入することで、水銀イオンを分離除去することが可能です。本技術は実
証実験における浄化効果が認められ、国内初のバイオレメディエーション指針の適合確認を受けました。
　アルカリ環境で好気呼吸するＡＨ菌は、コンクリートのような強アルカリ環境下でも活動可能です。
好気呼吸ではコンクリート中の溶存酸素を消費することで鉄筋の腐食の進行を抑制し、その代謝物であ
る二酸化炭素の鉱物化反応によりひび割れを自己治癒することが可能です。
　ぜひ、ブースにお立ち寄りください。

Ｃ－
「菌の呼吸」を活用した水銀汚染土壌・地下水浄化技術およびコンクリートの自己治癒・
腐食抑制技術

Ｃ－
新たな歴史を共に築こう！　～生産性向上、社会課題解決に挑戦する企業～

　福田道路は、道づくりを通じて地域社会に貢献することを信念に、技術開発や製品の普
及に努めています。今回の建設技術展では、全国道路施設点検データベース（X-Road）
に対応したＡＩを活用した路面診断技術「マルチファインアイ」をはじめ、PET資源の
リサイクルにより再生と長寿命化を実現する「ファインPET-S」、独自の誘導装置を用い、
建設現場の車両誘導を無音にするシステム「おとなしくん」など建設業の生産性の向上、
作業環境改善、安全性の向上などにつながる多くの技術を展示します。道路建設に関わる
ツールを提供し情報交換できる場としますので是非とも当社ブースへお立ち寄りくださ
い。

Ｃ－
未来への３つの約束
「国土を支える」「自然災害から守る」「次世代へつなぐ」

　私ども三信建設工業は年の創業以来、地盤に関わる特殊基礎土木の専門工事業者と
して、地下を支え、山を押さえ、水を止める地盤処理技術で、様々な事業分野の課題解決
に取り組んでまいりました。
　社名に由来する社訓「信義を重んじ、信念を持って事に当たり、信用第一と心がけよ」、
そして創業の精神「優れたもの、個性のあるもの、価値のあるものの創造」が変わらぬ当
社の原点です。
　年間磨き上げた確かな技術と豊富な経験のもと、当社はこれからも挑戦を続けてまい
ります。

首都高速道路会社 首都高グループ　首都高速道路技術センター 首都高グループ　首都高技術
Ｃ－

　首都圏のひと・まち・くらしを安全・円滑な首都高速道路ネットワークで結び、
豊かで快適な社会の創造に貢献します。

　近年、積雪や路面凍結による車両滞留が大きな社会問題となっています。そこで、カー
ボン繊維を加えた和紙に通電して発熱させるロードヒーティングを開発しました。また、
従来材料の半額で低弾性・低収縮なコンクリート床版上面増厚材料（ＬＳＦ）を開発しま
した。さらに、既設ＢＰ－Ａ支承を容易に耐震補強する部材を開発しました。加えて、高
機能舗装よりも低燃費（ＣＯ排出量削減）、低ＬＣ、低騒音で、水跳ね・ハイドロプレー
ニング現象抑制機能を有するエコセーフ舗装を開発しました。
　また、首都高が得意とする分野や独自の技術と、様々な分野の事業者の強みを「共創C
O-CREATION」することで、より良い社会基盤の実現や新しい価値の創造を目指します。

Ｃ－
首都高速道路の建設・維持管理で培った技術・知見を有効に活用し、
安全で安心な社会インフラが支える豊かな未来社会の創造に貢献します。

　当法人では、首都高の現場で培ったコア技術である鋼橋疲労対策を始めとする道路構造
物の調査診断、スマートインフラマネジメントシステム（i-DREAMs）による道路イン
フラのアセットマネジメントなどの最先端技術を担っています。本展示会では、現場点検
員を対象に開発した、仮想空間で効率的に疲労き裂の発生部位と発生原因を学習可能とし
た教育システム、「点検訓練シミュレーター」を展示し、実際にその場で体験も可能です。
その他、当法人にて開発した様々な技術をパネル紹介しています。ぜひ展示会にお越し下
さい。

インフラドクター　ＧＩＳと３次元点群データを活用した道路・構造物の維持管理を支援する新時
代のシステムです。これにより、インフラの維持管理における点検、補修、設計業務の省力化、高
度化、効率化を図ります。
インフラパトロール　高速道路上を巡回する車両にカメラを設置し、得られたフルハイビジョン画
像から、自動で道路の損傷を検出する技術です。併せて、巡回点検業務を補助する機能を有してい
ます。
ウェーブドクター　道路照明の明るさや電波の電界強度、さらにトンネル内の温度・湿度・路面温
度などを高速走行しながら測定します。交通規制を行うことなく、精度の高い測定が可能です。

Ｃ－
首都高速道路の現場で培った様々な点検技術（インフラドクター、インフラパトロール、
ウェーブドクター等）を紹介します。

建設技術研究所日本工営都市空間日本工営

　年７月３日、日本工営は新たな名前のホールディングス会社「ＩＤ＆Ｅホールディングス」
を立ち上げ、ＨＤ制へ移行しました。
　当社グループは年を見据えた中・長期経営戦略において「コンサル」「都市空間」「エネル
ギー」の３事業分野を主要事業と位置づけ、さらなる成長を目指しています。各事業を分社化し、
ＩＤ＆Ｅホールディングスの傘下に置く体制とすることで、自律的な運営を推進し、成長とより一
層の企業価値向上の実現に努めます。
　今回は「衛星防災情報サービス」「防災プラットフォーム」「維持管理支援システム」「橋梁Ａ
Ｉ点検・診断システム」「環境ＤＮＡ」「３次元空間再現ディスプレイ」を展示・紹介します。

Ｃ－
日本工営グループは
ＩＤ＆Ｅホールディングスへ

大成建設グループ
Ｄ－２

「持続可能な社会」を創り出すための、インフラの構築から維持管理、解体のあらゆる場
面で、安全を確保しながら、脱炭素と生産性の向上を図る、最新技術をご紹介します

　当社グループは、「持続可能な社会」を創り出すための最新技術として、『作業従事者
の安全性と生産性向上に寄与する重機の無人化・自動化技術、トンネル施工の自動化技術』、
『ＣＯの排出削減やＣＯ収支のマイナスを実現し実用化が進む環境配慮コンクリート
「T-eConcrete」』、『最新のデジタル技術を活用し建設現場の効率化と品質向上を図る
管理・運営システム「T-iDigital Field」』、『新たな開発が進む木質材料・建材』、
『２か所の次世代研究施設』、『路面太陽光発電舗装』、『バイオアスファルト混合物、
樹木の成長促進を目的とした製品』、『舗装や構造物の長寿命化技術』などをご紹介しま
す。

東日本高速道路会社
Ｄ－５

未来につながるサステナブルな高速道路を目指して、グループ一丸となって取り組んでい
ます

　日本の高速道路は開通から年以上が経過し、老朽化が進むとともに総延長は約１万㎞
に達しています。そのうちＮＥＸＣＯ東日本グループは、東日本地域の高速道路・自動車
専用道路の建設と管理・運営等を行っています。公共インフラ事業を担う当グループは、
高速道路のプロ集団として「安全・安心・快適・便利な高速道路サービスをお届けするこ
と」を社会的使命としています。ＮＥＸＣＯ東日本グループは、社会的使命を着実に果た
しながら地域・国・世代を超えた持続可能な社会の実現に向けて、「つなぐ」価値を創造
し日本経済の発展に貢献し続けます。

ＮＥＸＣＯ東日本グループ　ネクスコ東日本イノベーション＆コミュニケーションズ
Ｄ－５

ロードジッパーシステムの活用による、効率的かつ安全なリニューアル工事の実現へ

　米国リンゼイ社が開発・製造する「ロードジッパーシステム」の日本国内における販売
代理店として、各高速道路会社へロードジッパ－システムの販売・リース事業を通じ、効
率的かつ安全な高速道路リニューアル工事の実現を支援しています。
　ロードジッパーシステムは、車線規制を伴う高速道路本線上の工事において、コンクリー
ト製の防護柵を専用車両にて移動させることにより、交通量に合わせた工事規制範囲や車
線数の変更を迅速かつ安全に変更可能。「作業効率の向上」・「工事渋滞の抑制」へ貢献
しています。
　また、１個約㎏のコンクリート製防護柵で車線と工事施工箇所を分離。「工事の安
全性向上」にも大きく寄与しています。

サンウェル
Ｄ－８

エンジニア人材不足に「この手があった！」と話題
～地方・中小の悩み解決をトータルサポート～

　サンウェルはエンジニアの派遣・紹介を軸に人材ソリューションを提供。日本国籍・外
国籍エンジニアを年間人以上派遣し、人気テレビ番組「がっちりマンデー‼」でも紹
介され反響を呼んだ。建設をはじめプラント・機械・ＩＴなど幅広い業種に太いパイプを
持ち、中小企業のニーズにも積極的に対応。横浜本社をはじめ宇都宮、静岡、名古屋、大
阪、広島、福岡、熊本に支店を展開し、地方企業への対応も万全だ。インドや米国などに
も拠点があり、外国籍エンジニアの提案には量・質とも定評がある。外国籍人材には日本
生活をきめ細かくサポートし、本人と企業が業務のみに集中できる環境を整えている。人
手不足に悩む企業は、ぜひお問い合わせを。

中央開発
Ｄ－

地質調査業のＤＸを目指す「弊社の地質ＤＸ」の取り組み
昨今激甚化する災害に対する防災技術の進展

　地質調査業こそＤＸが必要です。地質ＤＸにより、陸域・水域の調査を刷新し、新たな
手法で地形図を作成して解釈の高度化を実現します。地盤調査・地盤解析・新技術ＤＸを
強みにし、地質調査業の生産性向上を図っていきます。われわれは地質調査業のＤＸに力
点を置きつつ、更には設計・施工・維持管理へのデータの橋渡しを行っていきます。
　昨今の水災害・土砂災害の激甚化に備えて、各種モニタリングシステムを設置し、防災
に働きかけています。土中の傾斜・微動・振動・比抵抗の計測により、地盤構造や自然斜
面をモニタリングする技術は、弊社独自開発した技術です。
　今後も土と水に関する技術を武器に日本の防災の発展に貢献していきます。

オリエンタルコンサルタンツホールディングス
Ｄ－

ＤＸ技術を活用したインフラの調査・測量・設計・維持管理システム等に関するオリエン
タルコンサルタンツホールディングスの各グループ会社の取り組みをご紹介します。

・アサノ大成基礎エンジニアリング：センシング技術、広域３次元浸透流解析、ＭＲ技術
など

・エイテック：水面ドローン点検、水管橋点検ガードドローン点検、バックパックレーザ、
３Ｄ都市モデルなど
・オリエンタルコンサルタンツ：スマート防災、猛禽類の画像＆音声解析技術、ＳＯＣＯ
ＣＡなど
・リサーチ　アンド　ソリューション：災害版ＳＯＣＯＣＡなど

パシフィックコンサルタンツ

　４つのソリューションを展示します。
１．空間創造：ＵＡＶおよびＡＩを活用したイン
フラ管理・防災等の社会課題に対するソリ
ューションを提案します。

２．道路インフラＤＸ：スマホを活用した道路巡
回支援システム、トンネルの変状図・帳票管
理システム、ＡＩツール、インフラ維持管理
システムで道路インフラＤＸを実現します。

３．防災情報：河川管理者等のための防災業務支
援システム、災害リスク診断のしらベル、土砂
災害の危険度判定のどしゃブル、emaxienな
どで防災を支援します。

４．都市最適化：インバウンドに対応した人流ビ
ッグデータ、自動運転など幅広いモビリティ
に対する運行管理、不動産ＤＸなどの都市最
適化に向けたサービスを提供します。

Ｄ－
インフラＤＸの推進　～インフラ管理へのＡＩ活用や頻発化する自然災害へ対応～
■空間創造　■道路インフラＤＸ　■防災情報　■都市最適化

プレストレスト・コンクリート建設業協会　関東支部 ＩＨＩインフラ建設 　ＩＨＩ検査計測
Ｄ－９

秩序ある国土の開発と、公共の福祉を目指します

　わが国のプレストレストコンクリート（ＰＣ）技術は、年の事業化以来、種々のコ
ンクリート構造物に採用され、世界的にも高い評価を確立しております。年、専業者
によりＰＣ工業協会として発足した当協会は、その後一般建設業者の参加も得て、現在会
員数社と、わが国におけるＰＣ工事のほとんどを手がけている業者の団体にまで発展し
ております。
　ＰＣ建設業界の健全な進歩と発展を図り、それをもって社会インフラの整備拡充および
人々の生活を豊かにする開発を究極的目標として、調査・研究と技術の普及に研鑽を積み
重ねております。

　点検記録作成から報告までのＤＸを実現する
「GBRAIN InsRet」、既存手動水門を簡単に遠
隔操作可能にする「水門用簡易電動化装置」、停
電時でもバッテリーに蓄電した電力により水門の
開閉操作を可能にする「水門版ＥＲＢシステム」
など水門設備の効率的な維持管理を実現する技術
を展示しています。

　今まで培ってきた多彩な検査計測技術で、社会
インフラの維持管理に貢献します。現地での検査
計測を行う受託作業と共に、維持管理に必要な機
器・装置販売も行っております。特に橋梁点検で
発見された問題個所に関しての詳細調査におきま
して、検査計測技術及び機器を提供させて頂きま
すので、各種ご相談ください。

ＩＨＩインフラ建設は、社会資本の保全・拡
充を通して安全・安心な暮らしを支えます。

ＩＨＩ検査計測は、検査・計測・システム
技術で社会の安心・安全に貢献します。

Ｄ－

大本組 ショーボンド建設
Ｄ－７

メンテナンス市場のトップランナーとしての技術開発力

　メンテナンス市場のパイオニアとして年にわたり、日本全国の様々な社会インフラの

メンテナンスに携わってきました。

　数多くの歴史ある工法から新たな工法まで幅広いラインアップにより、社会インフラを

良好な状態で次世代に引き継いでいく当社の技術開発力をご紹介します。

ＮＥＸＣＯ東日本グループ　ネクスコ東日本エンジニアリング ＮＥＸＣＯ東日本グループ　ネクスコ・メンテナンス関東
Ｄ－５

時間日、日本の大動脈に寄り添うホームドクターとして

　舗装、橋梁、トンネル、そしてスムーズな走行に欠かせない照明や道路情報設備など、
安全で快適な長距離・高速走行ができる〝いつもの高速道路〟をベストな状態で維持する
ためには、〝いくつもの技術・ノウハウ〟を持ったプロフェッショナルが必要です。
　こうした中、私たちネクスコ東日本エンジニアリングは、高速道路のいわばホームドク
ターとして、時間日、日本の大動脈に寄り添いながら、培った経験と高度な技術で
〝高速道路の健康〟を守り続けています。

Ｄ－５

効率的に道路保全する技術を追求する

　高速道路を利用されるお客さまの安全・快適な高速道路空間を守るために、ネクスコ・

メンテナンス関東は、長年の保全業務において蓄積してきた現場のノウハウや取引企業と

の協働により、作業の効率化・安全性向上の追及だけでなく、作業現場の衛生面や環境負

荷低減に配慮した技術開発に取組んでいます。

人・夢・技術グループ
Ｄ－３

インフラサービスのスペシャリスト集団としてグループの技術力を結集し、
人が夢を持って暮らせる安心・安全な社会を創造します。

　人・夢・技術グループは、建設コンサルタント事業や情報システム関連事業等を営む企
業グループです。橋梁・道路・交通・鉄道・港湾・河川・地盤・環境・エネルギー・まち
づくり・防災・ＩＴ／ＩＣＴなど、地盤から空まで、人々の暮らしを支えるあらゆるイン
フラサービスを提供しています。基幹事業の着実な積み重ねに加え、スマートシティや空
飛ぶクルマ、ＩＴ／ＩＣＴ、ＡＩ活用などの新事業を展開することで、国土強靭化、イン
フラ長寿命化、少子高齢化、地域創生、そして気候変動といったあらゆる社会課題の解決
に貢献しています。展示会当日は、グループ各社のデジタル技術を活用した基幹事業や新
しい取り組みを紹介します。

ヒロセグループ
Ｄ－４

ヒロセグループ総合力で最適提案

　ヒロセグループは「私たちは　鍛えぬいた現場力と信頼される技術で　豊かな暮らしを
支え続けます」を経営理念に掲げる、重仮設事業や補強土事業をはじめ、地下工事やタワー
クレーン事業など、幅広く社会基盤の構築を支える専門工事会社グループです。
　ヒロセグループでは、グループ各社がそれぞれの分野で培ってきた各種専門工事の現場
力と技術力を集結し、その総合力で現場の課題に合わせた最適な提案を行います。「工期
短縮」「防災・災害復旧」「ＩｏＴ支援」の３つのテーマでご紹介します。

Ｃ－
安全・安心な社会基盤の整備と豊かな生活空間づくりに
価値あるサービスを提供し新たな未来を拓いていく。

　日本工営都市空間は、日本工営の都市空間事業部門と旧玉野総合コンサルタントを事業
統合し、一昨年７月よりスタートしております。早二年が経ちまして、昨年の弊社グルー
プ企業のホールディングス化により、企業として新たなステージへ向かっております。こ
のＶＵＣＡな世の中で、地域特有な様々なまちづくりの課題に土木＋建築の融合で柔軟に
対応できるよう弊社及びＩＤ＆Ｅホールディングスとともに共存して、努めて参ります。
建設技術展関東では、３Ｄ都市モデルを活用したサービス、都市交通の環境改善、土
木＋建築の設計施工管理、ＢＩＭ／ＣＩＭおよび３次元での災害リスクの可視化について
紹介させていただきます。

Ｄ－１
安全・安心への、たゆまぬ挑戦

　人々の暮らしに想いを馳せ、技術の力を発揮することが私たちの使命です。安全なイン
フラ整備で社会を支え、安心して暮らせるように。
　道路や橋を人々が行き交い、豊かに発展できるように。
　自然環境とも調和し、潤いのある生活が広がるように。
　私たちは日本で最初の建設コンサルタントとして、年以上にわたってこの想いのもと、
歩んできました。
　そしてこれからも、グローバルインフラソリューショングループとして飛躍することを
目指し、高い技術とあふれる英知で、安心して暮らせる明るい社会を創り続けます。

　ニューマチックケーソン工法は、地下構造物としての信頼性が高く、無人化施工により大深度への適合性
が優れた工法です。洪水・浸水の被害を軽減するために、地下空間を利用して地下調節池や地下河川の立坑、
浸水対策用の雨水ポンプ所等の建設に採用され、人々の暮らしに安全・安心をもたらす総合治水対策に貢献
しています。
　山岳トンネルにおいて、作業員が目視で行って掘削状況の確認や計測作業を、LiDARで計測した現況と
設計面との差分を切刃や床掘面にプロジェクションマッピングにより可視化し、安全性の向上や省力化を図
ります。
　貝殻を再利用した人工魚礁による魚類等の生息空間や藻場の創出により、脱炭素社会へ貢献しています。

Ｄ－６
ニューマチックケーソン工法による総合治水対策・山岳トンネルにおけるプロジェクショ
ンマッピングの活用・貝殻を利用した生物生息空間の創出と脱炭素社会への貢献

集まれ！未来の創造者たち。



（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１１月７日　（木曜日）

ＮＴジオテックス タグチ工業 鴻池組
Ｄ－

『まじめに、まっすぐ鴻池組』
　国土強靱化・長寿命化・ＣＯ削減に寄与する建設技術について

　建設業界では、不足する労働力や衰退する技術力を補うために生産性向上・省力化工法
を導入することや、持続可能な社会の構築のために環境に配慮した材料を開発することが
不可欠となっています。今回は、老朽化したトンネルにおいて、安全かつ高速に覆工表面
を切削除去し覆工コンクリートを再構築する『Ｒｅライニング工法』、大深度地下構造物
を高精度、低コストかつ安全に構築する『自動化オープンケーソン（ＳＯＣＳ）工法』、
生コン車の運行状況やコンクリート打設状況をリアルタイムに見える化する車両運行管理
システム『ＩＭＡＮＡＮＤＡＩ』、排ガス由来のＣＯを回収・固定化し結晶化したＣＣ
Ｕ材料『Kcal（ケイカル）』など、鴻池組の建設技術の取組みについてご紹介します。

Ｄ－
ベルトコンベヤシステムやリフト設備など高い安全性と環境に配慮した独自製品を紹介
ジオラマで当社製品を再現し、導入イメージを持っていただけます

　今回の展示会では、これまで当社が培ってきた技術に、革新的なアイデアを融合させた
新製品を中心に展示いたします。当社では，ｍ以下のトンネルでも導入することがで
きる連続ベルトコンベヤシステム「ＳＣＢＣ（Short Continuous Belt Conveyor）」や、
ｔもの重量物を積載することができる資材運搬設備「インクライン」・「ガイドワイ
ヤーリフト」など、安全性が高く、環境に配慮した製品を取り扱っております。
　ブース内に当社の設備を再現したジオラマを展示しているため、実際の現場をイメージ
していただける内容となっております。
　ぜひブースにお越しいただき、当社製品をご体感ください。

　測量機器の分野は時代と共に技術革新が加速しており、特に土木、建築、設備維持管理の分野におい
ては業務効率化のニーズがますます高まって来ていることで、ＤＸ・自動化・システム化・高精度な製
品が望まれております。
　今回の展示会では点群計測とその活用にテーマを絞り、近年特に需要が高まっております地上型３Ｄ
レーザースキャナやLiDAR SLAM、SfMに関する製品をご紹介する予定です。
　弊社は株式会社ニコン・トリンブル専門販社として、３Ｄ計測、ＢＩＭ／ＣＩＭ、インフラメンテナ
ンス等の業務に対応すべく、時代のニーズに合ったソリューションのご提案からアフターフォローまで
をメーカーに代わって一貫して行うことにより、お客様にご満足いただける企業を目指してまいります。

Ｄ－
「点群計測および活用」をテーマに地上型３ＤレーザースキャナやLiDAR SLAM、
SfMなどを展示します。

日本鋼構造物循環式ブラスト技術協会 五洋建設 日本インシーク
Ｄ－

「ＩＣＴ測量」のチカラで「スマート」にＤＸを実現

　変化する社会潮流に追随し、持続可能性を高める方策として、ＤＸ（デジタル・トラン
スフォーメーション）の必要性が高まっています。ＤＸ推進の成否は、関係者全員の意識
と行動がスムーズに変容できるかがカギとなってきます。ウェアラブルデバイス「ＶＬＸ」
は、ＳＬＡＭ技術を使った点群計測システムで、ＧＮＳＳ信号の入らない屋内や森林でも
計測が可能です。「ＶＬＸ」で取得した点群データをもとに、「体験」から「ＤＸ」を始
めることで、関係者全員が当事者意識をもってスマートに推進することが可能になります。

Ｄ－
２種類のドローンで海上工事の働きやすさＵＰ！－五洋建設のドローン活用－

　五洋建設は、年に創業した臨海部と海外に強みを持つ会社で、国内外問わず、様々
なプロジェクトに貢献しています。
　C-Xrossでは海上工事で活躍する２種類のドローンを紹介します。①ＰＯＶ－ＤＡ
は離着水ならびに海上航行が可能な海洋観測ドローンです。水深測量機能と波浪観測機能
を有し、水中作業の進捗や土量投入量の過不足の把握のほか、作業前に現地の波浪を観測
して迅速な施工可否判断を行うことができます。②ＰＯＶ－ＤＬによるリアルタイム船舶
土量検収システムは、３Ｄ－LiDARで５秒間船倉内を計測すると、積載土量を直ちに算
出・表示し、帳票まで自動作成する技術で、土量検収にかかる時間および人員の削減を可
能にします。

Ｄ－
私たちは、循環式ブラスト＋ショットピーニングで予防保全型メンテナンスを推進します

　日本の経済発展を支えてきたインフラが老朽化により急速に損傷し始めています。私た
ちは鋼製橋梁の長寿命化に効果的で、なおかつ環境性と経済性に優れた工法を開発しまし
た。
　産業廃棄物と粉じんの発生を最小限に抑制した「循環式ブラスト工法（建設技術審査証
明取得技術　建審証第号）」で鋼製橋梁の腐食を予防！　さらにそのブラスト機材を
有効活用し、既設橋梁でのショットピーニングを可能にした「循環式ショットピーニング
工法（国内特許第号／第号、米国特許　ＵＳ　Ｂ２）」で疲労き
裂も予防！　ふたつの工法で予防保全型メンテナンスを推進します。

加藤建設 前田建設 森環境技術研究所

　これまで建設現場で泥が発生した際には、バキューム車による吸引、天日乾燥、セメントや石灰による固化等が用いられ
てきましたが、固化時間やコストがかかることが問題でした。この問題を解決するため「いかに短時間で安価に泥を搬出さ
せるか」というコンセプトで開発したのが、高含水泥土改良剤ＭＴシリーズです。
　１～８㎏／㎥程度の少ない添加量で改良が可能で、所要時間は分程度です。バックホウとピットを用意し、泥と本製品
を混ぜるだけで特別な工程はありません。製品自体が中性で魚類や植生にも影響がなく、土壌環境基準全項目をクリアして
いる安全な製品です。
　当日はブースにて実演を行いますので、ぜひお立ち寄りください。

Ｄ－
高含水泥土改良剤ＭＴシリーズ
港湾浚渫土・河川掘削土・ため池堆積土・シールド汚泥・杭汚泥など、建設現場から発生
する泥を短時間で改良し、即時運搬することが可能です。

Ｄ－
さまざまな社会課題に対する解決策と価値を提供する、新たな建設サービスモデル

「総合インフラサービス企業」としての取組み

　前田建設工業は、年に福井で創業し山岳土木、都市土木、建築、海外事業そしてイ
ンフラ運営へと事業を拡大し、年には共同持株会社「インフロニア・ホールディング
ス」を設立。創業以来受け継がれるチャレンジ精神とグループ各社が持つ専門性・強みを
活かし、時代とともに変化する社会・お客様の様々なニーズに対応しながら、企画提案か
ら運営・維持管理までワンストップのマネジメント実現を目指す「総合インフラサービス
企業」として、技術開発・新規事業にも取り組んでいます。今回は、高速道路リニューア
ルやトンネル覆工、建機自動化に加えＰＦＯＳ・ＰＦＡＳ対策技術等の取組みをご紹介し
ておりますので、当社展示ブースにぜひお立ち寄りください。

Ｄ－
都市を極める

　近年、都市部における地下空間の利用はめざましいものがあります。
　さらに、都市部であるが故、工期・施工ヤード・周辺環境などの厳しい施工環境への対
応が要求されています。
　加藤建設では、そのような様々な施工環境を配慮し、周辺環境への影響が少なく、制限
のある施工ヤードや上空制限にも対応できる圧入技術を数多く保有しています。
　加藤建設は圧入ケーソンのパイオニアとして、都市開発を積極的に行っていきます。

建設業振興基金 シバタ工業 東光電気工事
Ｄ－

建設キャリアアップシステム　ＣＣＵＳ

　建設キャリアアップシステム（以下ＣＣＵＳという）は、建設技能者の適正な評価と処
遇改善、また優秀な技能者を育てる企業が評価され受注機会が確保される環境整備などを
目的に、国と業界が一体となって推進している建設産業共通のインフラです。技能者が就
業履歴を蓄積し、保有する資格をカードに登録することで、経験や資格に応じて能力を４
段階で評価します。登録は技能者万人、事業者万社と全国に広がっています。ＣＣ
ＵＳを活用した国や地方公共団体等のモデル工事、建退共との連携など官民一体となった
取り組みの推進やＣＣＵＳ利用拡大に向けたメリットの拡充をより一層進めて参ります。

　土砂・流木対策　「土砂捕捉スクリーン」は中長期的な細粒土砂の流出による災害を防止すること、かつ
簡易に設置が可能な新しい砂防施設として建設技術研究所とシバタ工業が共同で開発しました。特に山地部
に近い振興住宅地や山間地で流末水路が十分でない集落等において、豪雨災害後の土砂による氾濫被害を防
止・軽減いたします。
　道路の地震防災対策　兵庫県南部地震では、高速道路等の高架橋において、橋桁のずれ、落下の被害があ
り、橋桁の連結材と鋼製ピン間に衝撃力が発生し、連結板が破損した事例があります。そこで、弊社では、
緩衝効果を持つアンカーバー構造として鋼棒に緩衝材（ＰＲＦ構造）を設けた「縦型緩衝ピン」を開発し広
く展開してきました。さらに「ＰＲＦ緩衝ピン」は鋼棒と緩衝部を脱着可能とし、従来の性能を有しながら、
施工性や維持管理を容易とする特長をプラスした新たな構造としてご提案いたします。

Ｄ－
土砂・流木対策　土砂捕捉スクリーン＆流木スクリーン
道路の地震防災対策　ＰＲＦ緩衝ピン＆ＲＮジョイント

Ｄ－
完成間近の風力発電建設用タワークレーン【ＪＣＷ】のご紹介

　東光電気工事は年に日本初の風力発電建設用タワークレーンＪＣＷＫを導入
し、これまで基の建設を行ってきました。
　今回の展示ではまもなく完成となる新型クレーン【ＪＣＷ】をはじめ、厳しい条件
下でもスムーズに作業を進行させるために独自開発した鉄塔建設用クレーンを含む自社所
有の重機など、これまで陸上、洋上含めて基の建設実績のある東光電気工事の技術を
中心にご紹介いたします。

日本製鉄グループ三井住友建設戸田建設
Ｄ－

「Build the Culture.　人がつくる。人でつくる。」のスローガンのもと、
人に寄りそう新技術開発に挑戦

　戸田建設は年（明治年）の創業以来、暮らしに寄りそう建物やインフラなどの土
木・建築の様々な施工に携わってきました。年には、新たなブランドスローガン「Bu
ild the Culture.　人がつくる。人でつくる。」を策定し、これまで以上に「人」に配慮
した企業姿勢を大切にして参ります。本展示会では最新の開発技術として、山岳トンネル
における覆工コンクリート自動打設技術や発破作業の安全性・効率性を向上させる爆薬、
トンネル坑内を自動巡回し監視するドローン、道路橋の老朽化に伴う床版取替技術、非開
削で大断面を構築する技術、地盤改良効果の見える化技術など多数ご紹介します。

エスイー
Ｄ－

エスイーでは、国内外のインフラ整備を支えるため、様々な製品を開発・製造・販売して

います。

　エスイーは、地すべりを防ぐ「アンカー」や道路・橋梁の落下を防ぐ「落橋防止装置」

などのケーブル製品を中心とした建設用資機材をはじめ、建築用資材、建設コンサルタン

ト、橋梁構造物・トンネル等の補修・補強工事をグループとして提供しています。

ＪＦＥグループ

　ＪＦＥグループは、今回上記２テーマを意識した展示を実施致します。
　①ＪＦＥ－ＳＣＲＵＭサイトに掲載をしております国土強靱化に貢献する商品・工法の御説明を
３つの画面を連動させる形で、商品概要とその特徴並びに、街中での採用イメージ例を各商品１分
程度で映写して参ります。「耐震防災」「省力化・工期短縮」「省スペース」「意匠性」の４つの
切り口を意識して商品を選定し、８社でのべ商品・工法を御紹介致します。
　②環境分野の展示では、「ＪＦＥの環境への取組み」「J-GreeX　マスバランス方式を採用した
グリーン鋼材」「アーキテツト木鉄ハイブリッド鋼材」「スラグ商品を通じた環境対応」について
御紹介致します。是非ＪＦＥグループブースにお運び下さい。

Ｄ－
①ＪＦＥ－ＳＣＲＵＭを通じ、国土強靱化に貢献するＪＦＥ　Ｇｒの商品・工法を御説明
②年カーボンニュートラル社会実現に向け、ＪＦＥの環境分野への取組みを御説明

東京建設コンサルタント

①　「樋門・樋管河川施設機側操作員向け情報共有システム」：スマートフォンを活用し、河川施設情報の
一元化、管理業務の高度化、効率化を図るシステム

②　「治水評価指標可視化ビューア」：「流域治水デジタルテストベッド」を活用した水害ハザードや暴露、
貯留機能等に関する評価指標を可視化するビューア

③　「道路パトロールシステム」：走行映像の共有とパトロール日誌作成支援を行う他、エッジＡＩ処理に
よる落下物検知や、舗装のひび割れ評価を行うシステム

④　「ＩｏＴクラウドサービス　わかるくん」：水文・水質・気象等の観測データをリアルタイムに収集し、
クラウドにより遠隔でもＰＣ・スマホ・タブレット等で確認・共有が可能となるＩｏＴサービス

Ｄ－
先人たちが築き上げてきた歴史や風土を真摯に学び、そして知恵や技術を確実に受け継ぎ、
常に時代の先端に立ち、高度な技術サービスを通じて、社会資本整備に貢献してゆく。

大日本土木
Ｄ－

コテプリ－コンクリート上面を精度よく仕上げるシステム－

　本技術は、コンクリート打設時の仕上げ高さを自動追尾トータルステーションとスマー
トグラスにより、作業員が直接確認及び調整できるシステムです。
　°プリズムをコテまたはトンボに設置し、自動追尾トータルステーションで計測す
ることにより、リアルタイムで高さ計測をします。
　計測端末やスマートグラスで設計値との差分を見ながら作業することで、リアルタイム
に設計値との差が数値で分かるため、品質及び施工性が向上します。

鉄建建設

　鉄建建設は年に鉄道建設専門の国策会社として創立されました。鉄道網拡大に伴うトンネル、高架橋
や駅等の建設を手掛けた技術として、条件の厳しい狭隘箇所に対応する技術開発を行ってきました。また近
年需要が高い交通インフラの長寿命化への取組として、耐震補強やリニューアル工事にも多く携わっていま
す。
　当社の強みである狭隘箇所での技術・近年の取組として以下の保有技術をご紹介します。
　◇アンダーパス技術…HEP&JES工法、COMPASS工法
　◇場所打ち杭技術…超低空頭場所打ち杭工法、Shinso-MaN工法
　◇IT・ICT技術…配筋システム、打設管理システム、流動解析技術、トンネルICT
　◇橋梁技術…STUクリアシート

Ｄ－
〝「誇れる企業へ」～サステナブルな未来社会の挑戦～〟
当社の強みを活かした道路・鉄道分野の技術を展示します。

セフテック
Ｄ－

北海道から沖縄まで全国に広がる営業所ネットワークを生かした柔軟かつスピーディな対
応で、土木・建築工事の安全・安心と環境負荷低減に貢献します。

　当社は、環境にやさしい総合安全企業として「良質な機材および優れたシステムを廉価
で提供すること」「創意工夫を啓発して、環境にやさしい商品・安全に効果的なシステム
を積極的に企業開発すること」の二点を経営方針として掲げております。お客様のニーズ
に対応するため、全国主要地域に営業拠点を設けて、地域密着型の直販を展開しており、
最近では、ＡＩによる車と人の判別が可能なカメラ「ＡＩカメラート」の提供を行ってお
ります。時代にあった商品を、時代に合った技術で提供し続けることを大切に、セフテッ
クは今後も工事現場の安全・効率を高めるとともに、より環境にやさしい技術・商品の提
供に挑戦し続けます。

L is B
Ｄ－

現場チャット「direct／ダイレクト」、撮影するだけでクラウドに自動分類＆保存ができ
る「タグショット／タグアルバム」、現場ノウハウを動画でかんたん共有「ナレッジ動画」

　L is Bのブースでは、現場向けの業務効率化ツールをご紹介しています。建設やインフ
ラなど，社超の企業が導入しているビジネスチャット「ｄｉｒｅｃｔ／ダイレクト」
は、シンプルな操作性や協力会社と安全につながるセキュリティ機能に加え、タスクやス
ケジュールの管理も可能です。さらに、撮影するだけでクラウド上で写真が自動共有され、
タグや電子小黒板での自動分類も可能なツール　「タグショット／タグアルバム」、現場
のナレッジ（知識）やノウハウ（技術）を動画で共有できる企業向け技術継承ソリューシ
ョン「ナレッジ動画」など、様々なツールをご用意しています。活用事例も数多くご用意
していますので、弊社ブースへお気軽にお立ち寄りください。

日本建設情報総合センター 三国屋建設
Ｄ－

建設行政・現場のＤＸの取組みを支援しています

　日本建設情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）では、コリンズ・テクリス、積算システム、
入札情報サービス（ＰＰＩ）、電子入札コアシステムなど、公共調達に対応したシステム
やデータを提供しています。建設副産物・発生土情報交換システムは、年５月に「コ
ブリス・プラス」として全面的にリニューアルする予定です。
　また、現場の作業を効率化するＪＡＣＩＣルームなどの情報システムの提供、ＤＸの推
進のための調査研究等も行っています。
　ＪＡＣＩＣルームは、インターネットを介して、登録されたメンバーで情報を共有でき
るサービスで、データ、画像・映像など様々な情報を一元化し、情報の可視化、業務マネ
ジメントの効率化を支援します。

Ｄ－
「隻の作業船と海の職人集団」

　関東・東北の各地に事業所を置き、隻を超える社有船舶と余名の社内潜水士を始
めとする機動力と技術力をもとに、全ての社員が『海の職人』となることを目指しており
ます。全国津々浦々の水上、水中において『海を造る』匠の会社として、また、不慮の災
害時には『海を守る』力強い防災会社として、地域に、更には、社会に貢献できるよう努
めています。また、昨今においては、オリジナル工法を用いて困難な場所や環境において
も安全な作業を提供しております。

Soft Bank 鹿島道路

　全天候型補修材（カジマクールミックスアクア）や指向性スピーカーなど幅広く展示をします。説明員が
サンプルや動画を使って説明しますので、ぜひお立ち寄りください。学生さんも大歓迎です！
出展製品
■全天候型緊急補修材「カジマクールミックスアクア」
　水をかけ、転圧して使用する常温の補修材です。水で固まるため雨天時にも穴埋め等の補修ができ、強度
発現が早く転圧後の即時交通開放が可能であるため、規制時間の短縮が期待できます。
■指向性スピーカー
　自社開発したこれまでにない警報システムです。音を周囲に拡散させずに警告音を発する事ができます。
警告対象のみに音を伝えることが可能なため、周囲への騒音低減と安全性向上を両立します。

Ｄ－
全天候型補修材（カジマクールミックスアクア）・指向性スピーカー

旭イノベックス エムオーテック
Ｄ―

重要な社会基盤であるインフラ整備に貢献

　旭イノベックスは、公共事業である水門、橋梁、水管橋、除塵機、鋼管、各種構造物の
設計、製造、据付を行っております。札幌本社の他に、全国に６営業所構えて事業を展開
しております。
　特に洪水から人を守る無人無動力で自動開閉する「オートゲート」は、全国で箇所
を超える施工実績を有しており、この技術は世界に問うべき日本の防災技術として高く評
価され、平成年「第５回ものづくり日本大賞」の最高の賞である内閣総理大臣賞を受賞
いたしまた。
　私たちは、「旭」の技術を形にし、社会資本整備を通して国民の貴重な生命と財産を守
る社会活動に貢献しております。

◆環境に優しいＮＳエコパイルタワークレーン杭（無排土、産廃ゼロ、引抜・撤去可）
　組立容易なコンパクト杭打機で、ゴムキャタピラーのため自走搬入が可能。根固液未使用のため
プラント設備が不要、狭小な現場でも施工ＯＫ。杭が残置できない場合、逆回転による引抜可。低
振動・低騒音施工、無排土による工事車両削減化、水質汚染がなく環境に優しい工法です。

◆パネル式防護柵
　法面で発生する落石から、道路・交通の安全を確保する仮設防護柵。従来工法に比べ施工性が大
幅に向上し、工期の短縮が可能。溶接作業が不要で、設置に特殊な技術を必要としません。パネル
と支柱の連結性が高いため、衝撃に強く安全性が確保されています。

Ｄ－
環境、施工性に優れた都市型タワークレーン基礎杭！

西松建設
Ｄ－

th Anniversary
「価値ある建造物とサービスで　安心して暮らせる持続可能な社会をつくる」

　西松建設は明治７年の創業以来、年にわたる長い歴史と伝統によって培われた高度
な技術力を強みに、道路やダム等公共施設の建設や都市再開発など、安全・安心な社会基
盤整備や快適な環境づくりに広く貢献してまいりました。この長い歴史の中で培ったモノ
づくりの精神は、今も脈々と受け継がれております。
　私たちはこれからも、価値ある建造物とサービスを社会に提供することで、安心して暮
らせる持続可能な社会・環境づくりに貢献してまいります。
　今回の展示では、建設ＤＸである「Tunnel-Rover」、「空撮映像を用いたＭＲ施工支
援システム」、「ぱっと看板ナビ」を紹介します。

中央復建コンサルタンツ
Ｄ－

ＤＸによる安全で安心、かつ快適な技術サービス

　社会インフラは、「安全」で「安心」な暮らしを守る使命があり、社会経済活動を支え
る道路や鉄道などにおける「快適性」も保持し続ける必要があります。
　中央復建コンサルタンツでは、ＤＸにより社会インフラに係る技術サービスの高度化や
高品質化を図っており、「安全」×「ＤＸ」、「安心」×「ＤＸ」、「快適」×「ＤＸ」
についてご紹介します。
・交通監視システムを盛り込んだ道路修繕計画
・３次元視点による巨石の落石対策工設計
・ＧＩＳを用いた災害データベースシステム
・遠隔臨場による健全度判定の高度化と統一化

　公表された「i-Construction．」の取組み方針を踏まえ、当社も建設現場の省人化および生産性向上に向
けた取組みを実践しています。具体的展示技術として、省人化技術の「ロックボルト計測管理システム」、Ａ
Ｉを搭載してリニューアルした新鉄筋出来形検査システム「ラクカメラ」があり、いずれも外販しています。
コンクリート分野では、管理が曖昧だったコンクリート締固め段階の見える化技術「ＡＲコンクリート締固め
管理システム」も展示しています。併せて、鉄筋自動組立てロボット「ロボタラスⅡ」は主にプレキャスト工
場での生産性向上に寄与、トンネルの「クイックreインバート」は供用しながらのトンネル急速更新技術で、
ともに実績のある技術です。

Ｄ－
省人化、効率化を目指したＤＸによる出来形計測および施工管理システム、
鉄筋自動組立てロボット技術およびトンネルの急速更新技術について、当社
で開発した技術を紹介します。

Ｄ－
日本製鉄グループ（日本製鉄、日鉄エンジニアリング、日鉄ケミカル＆マテリアル、日鉄
ステンレス、日鉄建材グループ、ジオスター、日鉄テクノロジー）

　日本製鉄は、日本で最大手、世界でもトップクラスの鉄鋼メーカーであり、日本国内お
よび世界１５カ国以上に製造拠点を展開。日本製鉄グループは、製鉄事業を中核に、エン
ジニアリング事業、ケミカル＆マテリアル事業、システムソリューション事業の４つの分
野を推進。「国内製鉄事業の再構築とグループ経営の強化」、「海外事業の進化、拡充に
向けたグローバル戦略の推進」、「カーボンニュートラルへの挑戦」、「デジタルトラン
スフォーメーション戦略の推進」を経営計画の４つの柱としています。「総合力世界№１
の鉄鋼メーカー」を目指し、世界最高の技術とものづくりの力を追求し、優れた製品・サー
ビスの提供を通じて社会の発展に貢献します。

Ｄ－
建設車両のデジタル管理・手配サービス

　発生土運搬に特化した建設車両のデジタル管理・手配サービスをご紹介します。小型Ｇ
ＰＳ端末を車載することにより、車両位置情報を管理・ビジュアライズ化し、効率的な運
搬をご支援いたします。実際にご利用いただく現場関係者目線で開発を行い、簡易に導入
・運用ができる点が特徴となっております。ソフトバンクは、本サービスをはじめ、各種
事業において建設業界の生産性向上に寄与します。

集まれ！未来の創造者たち。



（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１１月７日　（木曜日）

片平新日本技研 丸藤シートパイル パスコ

　私たちが挑む未来、それは正解のない問いに満ちた世界。環境・災害・経済
・社会などの課題やニーズ、センシング・ＡＩ（人工知能）・ＸＲ（クロスリ
アリティ）などのデータや技術、あらゆるものが多様化する。パスコはその多
様性を尊重し人と自然が共生した未来社会の構築を目指しています。「遠隔の
視点」リモートセンシング（Remote Sensing）と「近接の視点」オンサイト
センシング（Onsite Sensing）この２つの視点から地球上のあらゆる事象を捉
え分析・解析する技術を融合して社会課題の解決に取り組んでいます。
　リモートセンシング（Remote Sensing）は、人工衛星・航空機・ドローン
・計測車両・船舶などの多彩なプラットフォームに最先端のセンサーを搭載し
て地上の様子を捉え、オンサイトセンシング（Onsite Sensing）は、自然災害
・森林・河川・海洋・都市・社会インフラなどの現場に身をおき、実態を見て、

聴いて触ることによって社会の現状を捉えています。
　これら２つのセンシング技術で現実社会を高精細にそしてリアルに捉え、サ
イバー空間上に再現。そのデータの蓄積によって過去から現在を正確に捉え、
災害・物流・セキュリティ・社会インフラなど課題解決に向けたシミュレーシ
ョンを行い、検証を繰り返す。その成果をフィジカル空間にフィードバックす
ることでスマートシティや強靭な国土の形成など未来社会の構築を強力に推進
しております。
　パスコの事業領域を６つに分類、防災・減災、国土管理、インフラ管理、環
境保全・分析・効率化、海外展開、これらの空間情報事業を通しＳＤＧｓの幅
広い目標達成を目指しします。パスコは、空間情報技術によって正解のない、
問いに満ちた未来社会に皆さまとともに挑みます。

Ｄ－
地球をはかり、未来を創る～人と自然の共生にむけて～

Ｄ－
創業年　重仮設リースのパイオニア企業
信頼の技術で設計・加工・施工をトータルサポート

　○ＲＧ工法　驚異的な貫入力を誇る、油圧可変式超高周波バイブロ杭打機を使用した新
工法。セメントミルク・削孔残土処分不要。工期短縮、コスト低減を実現。
　○Hyper桟橋　Ｈ～桁に代わる新世代型仮桟橋桁。支持杭間隔ｍ～ｍの中支
間において、『早い（日～）・安い（千円／㎡～）・丁度良い』を実現。
　○M-craft　重仮設業に特化したＢＩＭシステム。製図作業を効率化し、経験に依存す
ることの無く高精度のモデル作成が可能。

　「建設ＤＸ」の役割は、業界における課題解決の他に、「発注者や社会に喜んでもらうにはどうすべきか」
に応えるための、思想表現の側面があります。
　コンサルタント会社として、「ニーズに応えること」を大切にし、そのための技術思想をどう表現するか。
　ツールに溺れることなく、「コスト」「スピード」「出来映え」のバランスをとりながら、日々、試行錯
誤を続けています。
　今回は、ＶＲ技術を活用して、「教育のための構造物点検シミュレーション」、「ＰＬＡＴＥＡＵや点群
を利用した地域空間再現ＶＲ」などのプレゼンテーションを行います。
　是非、ブースにお立寄りいただき、試行錯誤の一端をご覧ください。

Ｄ－
当社は〝道路・橋梁・交通都市計画〟など交通インフラを専門とする技術者集団です。
「交通インフラ総合コンサルタント」として課題と技術をマッチングします！

日本基礎技術 丸紅建材リース 佐藤工業
Ｄ－

【トンネル施工の生産性向上】
発破パターンの自動適正化、自己充塡覆工構築システム

　佐藤工業は、『建設品質。』をキーワードに、社会・お客さまの満足度向上と高品質・
高付加価値の実現のために、トンネル施工時の省力化、省人化による生産性向上への取組
みを行っています。
　一つは、ドリルジャンボによる穿孔データから発破パターンの自動適正化を行うもので
す。切羽面における地山の硬軟の分布を元に、穿孔位置、火薬量を適正化した発破パター
ンを自動作成し、効率的な発破掘削を実現することができます。
　もう一つは、締固め不要の高流動コンクリートの使用と配管盛替えを行わない圧入方式
の採用による自己充塡覆工構築システムです。

Ｄ－
【マルケンタフシリーズ】・【圧入式バイブロ併用杭打機（ＪＰＭ）】で

都市建設の地下空間施工に貢献します‼

　現場のニーズに応え、工期短縮・安全性・品質向上・省力化・環境負荷軽減を実現する
『マルケンタフシリーズ』と『圧入式バイブロ併用杭打機ＪＰＭ』をご紹介します。
　タフ４とタフ７を組み合わせたハイブリッド工法で、切梁スパンの拡大や中間杭の減少
により広い地下作業空間を創出できます。
　タフデッキ１×４・１×５は桁スパンを拡大し、作業効率を大幅に向上します。
　『ＪＰＭ』は圧入力kNと高周波バイブロで、無排土を迅速かつ安全に施工可能です。
　ぜひ当社ブースへお立ち寄りください。

Ｄ－
建設基礎の特殊分野で活躍する【日本基礎技術】
「社会に信頼され、貢献できる会社」を目指してまいります。

　建設現場のオートメーション化に向けて、i-Construction．に取り組んでいます。
　業界初、自社開発のロボット自動化施工で、人的作業の軽減・安全性向上の実現を図り
ます。
　二重管自動削孔機　Ａ－ＲＰＤ　グラウンドアンカー工・薬液注入工など
　小口径自動削孔機　ＡＢＭ－　ダムグラウチング工・薬液注入工など

ＪＲ東日本コンサルタンツ サンコーコンサルタント ゴトウコンクリート
Ｄ－

自社オリジナルの道路用コンクリート製品メーカー

　私たちは、側溝や擁壁をはじめとした道路用コンクリート製品の開発、製造、販売を行
うコンクリートメーカーです。
　お客様の抱える問題を解決することを最優先し、これまで様々なニーズに応えるべくオ
リジナル製品を開発してきました。
　今回の展示においては、側溝蓋のガタツキ・破損を改善し、現場に合わせて自由なサイ
ズで製造可能な「ディンプルエフ」というスリット蓋や、自転車道整備の際に必要な道路
幅員確保、自転車に対する配慮等に対し最適な性能をもつ「自転車に優しい側溝」など、
全国各地の公共事業、民間事業にて活躍している製品を展示しておりますので是非ご覧頂
けますと幸いです。

Ｄ－
長い歴史で培われた技術を新しい時代の技術へ紡ぐ〝サンコーＤＸ〟
～総合建設コンサルタント「サンコーコンサルタント」から未来の社会に向けた提案～

　サンコーコンサルタントの創業は我が国の建設コンサルタント草創期の年。その歴
史ある技術で、あらゆる場面でのコンサルティングを展開してきました。年にストル
ターマンが「ＩＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」と提
唱し、ＤＸ（Digital Transformation）という言葉が生まれました。当社は新たな時代の
幕開けを敏感に察知し、「サンコーＤＸ」の名のもとに新技術の活用と開発に注力してき
ました。創業から年。ＤＸの幕開けから年。歴史と未来を新技術で繋げること。これ
が当社の使命です。今回は数あるサンコーＤＸメニューから、「クマアラート」、「地盤
技術アシスト」、「点検メタバース」の３つのシステムを紹介します。

Ｄ－
鉄道で培った「技術」と「情報」を最大限に活かし、持続可能な社会の創造を目指して

　ＪＲ東日本コンサルタンツは、年の設立以来、鉄道を基軸とした総合技術コンサル
タンツとして調査・計画、土木設計、メンテナンス・防災計画、技術開発、施工管理・積
算、ＩＣＴ事業等、様々な取組みを行っています。
　展示会では、土木設計とメンテナンスにフォーカスした弊社技術の一部を展示いたしま
す。「鉄道交差部の新設・改良設計」「ＢＩＭ／ＣＩＭ設計」「三次元骨組み解析ソフト
ウェア【isas】」「跨線橋の長寿命化」「小型ドローンを用いた土木構造物調査」「常時
微動による下部工モニタリング」「メットフォン」

キャドセンター 古河産機システムズ 未来樹脂
Ｄ－

建築ビジュアライゼーションでより良い世界を創造します！
３Ｄ都市モデルの活用やデジタルツインの構築を通じて社会課題の解決に挑み続けます。

　キャドセンターは、３ＤＣＧ技術をベースにした映像、静止画、インタラクティブコン
テンツ、ＶＲコンテンツ、シミュレーション制作関連のビジュアライゼーション環境の構
築・提供を行っております。また、全国の都市・港湾３Ｄモデル上への各種データ可視化
による都市ＤＸの企画・コンテンツ制作も行っております。建設技術展２０２４関東では、
都市のデジタルツイン構築における浸水シミュレーション、３Ｄ都市モデル「ＲＥＡＬ　
３ＤＭＡＰシリーズ」を活用した都市ビジュアライゼーションなどをご紹介いたします。
建設技術×フォトリアル３ＤＣＧをご体験できるコンテンツをご用意しておりますので、
ぜひご来場ください。

Ｄ－
密閉式吊下げ型コンベヤ「ＳＩＣＯＮ」のベルトカットサンプル及び
バネのように伸び縮み、折畳み可能な進化型ＳＩＣＯＮ模型

　密閉式吊下げ型コンベヤ「ＳＩＣＯＮ」は半径１ｍにて°ターンや°Ｕターンが
可能なため、乗継部が不要となります。現物１ｍのカットサンプルを用意しましたので、
吊下げ部詳細構造、張力を負担するワイヤ―断面を見ることができます。またベルトを袋
状として搬送物を密閉するため通常コンベヤの登坂角度°を°程度まで大きく向上さ
せることができます。このＳＩＣＯＮ技術を更に応用、進化させるため３つの次世代ＳＩ
ＣＯＮ模型を製作し展示させていただきます。模型を見ていただきながら、新たな用途や
方向性を見出し社会に寄与できればと思いますので是非、ブースにお立ち寄りをお願いい
たします。

　リサイクルプラスチックと管理システムでプレキャストコンクリート製品業界に長く携わってき
た未来樹脂が、新開発の商品を出展します。
　①ecoスラグスペーサ　高炉スラグを固めた新素材「ecoスラグ」。射出成形で自由な形状を表現
できる素材です。そのecoスラグを使用したecoスラグスペーサは、従来スペーサより圧縮強度に優
れ、軽量で、さらにＣＯを大幅に削減。建築部材、大型土木製品に最適です。
　②ＲＦＩＤ管理システム　コンクリートに埋めて読める「ＲＦＩＤタグスペーサ」と組み合せて、
コンクリート製品工場での誤出荷防止と出荷製品の製造日データ取得を自動で行うシステムです。

Ｄ－
・高炉スラグが主成分の新素材　ecoスラグスペーサ（特許出願中）
・RFIDによるプレキャストコンクリート製品の出荷管理システム

大日コンサルタント野原グループりんかい日産建設
Ｄ－

港湾工事における水中部を可視化し、定量的かつリアルタイムに測る
「水中測距システム－ＰＯＮＴＯＳ－」を展示

　港湾工事における水中部を可視化し、定量的かつリアルタイムに測る「水中測距システ
ム－ＰＯＮＴＯＳ－」の実物を展示いたします。
　今回は、本システムの〝見る〟、〝測る〟、〝捉える〟の３つの機能を実物や動画にて
紹介させていただくとともに、本システムに新たに追加した〝水中部の可視化技術〟も展
示いたします。
　その他、弊社保有技術の〝杭の短尺化を実現する「テーパー杭」〟や、〝水中部の施工
状況を可視化する「３Ｄ水中施工管理システム」〟の紹介もいたします。
　ぜひ弊社ブースにお越しください。

地盤凍結工法協会／精研

　地盤凍結工法は、地盤中に所定の間隔でパイプ（凍結管）を埋設し、凍結管内に冷凍機で冷却し
たブラインを循環させることにより周囲の間隙水を年輪状に凍結させ耐力壁あるいは止水壁を作る
地盤改良工法です。
　地盤中に凍結管を設置できれば、土質、深度、方向、支障物に関係なく地盤改良が可能です。
　地盤凍結工法専用アンモニア冷凍機では、自然冷媒を使用することにより地球温暖化対策へ寄与
しています。高い能力とＣＯＰ（エネルギー消費効率）を保有し、省エネ効果が高く、環境に優れ
た冷凍機となります。
　また、地盤凍結工法専門の技術職員が現場に常駐することにより、安全で確実な凍土の維持管理
が可能です。

Ｄ－
地盤凍結工法、及び人工凍土の利用方法

シーティーエス

　シーティーエスは建設ICTの専門企業として全国の建設現場及び技術者を支援しております。サ
イトアシストパッケージは、今まで現場で全て行っていた業務を遠隔地から共有・編集・指導等の
「業務支援」を可能とした現場業務支援パッケージです。建設業専用クラウドストレージ（Filefor
ce for Construction）、現場をリアルタイムに把握するクラウド映像サービス（CAMSTREAMER
 Cloud）、過去の施工経緯を短時間のタイムラプスで把握する（PictureMaker）等に加え、チャ
ットやビデオ通話サービス、各施工管理アプリ等の「現場情報関連コンテンツ」を統合する「現場
情報共有プラットフォーム（ＳＡダッシュボード）」により、業務支援に必要な情報共有を素早く
正確に行う仕組みを提供します。

Ｄ－
現場業務の進め方を変え、人材不足・年問題を解決する現場業務支援パッケージ
「サイトアシストパッケージ」を出展

応用地質

　◆VIBRES：グラウンドアンカー緊張力測定に振動を用いることで、点検の効率化と安全性の向
上を図る新技術。中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋と国立大学法人東海国立大学機構岐
阜大学、応用地質３社の共同開発。システムの実証と普及を図るため「VIBRESコンソーシアム」
を設立し参加社で事業を開始。本展示は「VIBRESコンソーシアム」による。
　◆クリノポール・クリノポールNEO：法面等の面的監視を目的に開発した表層傾斜計。クリノ
ポールNEOは、西日本高速道路エンジニアリング中国と応用地質の共同開発。
　◆OYO Tracker ４Ｄ：３次元常時微動トモグラフィに時間軸を加えた４次元地盤可視化技術。

Ｄ－
◆グラウンドアンカー残存緊張力の振動方式測定システム「VIBRES」◆表層傾斜計「ク
リノポール」「クリノポールＮＥＯ」◆地盤４次元モニタリング「OYO Tracker ４Ｄ」

豊国工業
Ｄ－

年先も地球でいたい。
先人の技術の結晶を現代の技術で磨き上げ未来へつなぐ

　我々は、ダム、河川、港湾に設置される、水門設備の専業メーカーです。人々の命や生
活を守り、豊かな実りに必要な水を確保するため、日々努力を重ねています。
　新たな技術に挑戦し、さらなる技術向上を目指して未来に向けた活動を行っています。
　『建設技術展関東』では、新たな水門用ワイヤロープウインチ式開閉装置、危機管
理型水門管理システム、水門遠隔操作システムをご紹介致します。ブースでは、これらの
製品に関するパネルや模型を展示します。ＩｏＴ／ＩＣＴデジタル技術を活用した製品を
使い、広島本社工場にあるラック式開閉機の操作を体験頂けます。ご来場をお待ちしてお
ります。

地盤注入開発機構
Ｄ－

進化する薬液注入工法
液状化対策工・高強度地盤強化・低炭素注入工法・ＤＸ注入技術を推進

　地盤注入開発機構は、薬液注入分野の５協会を統合して年６月に設立され、地盤改
良における薬液注入の技術開発に努めております。
　長期耐久性を主要テーマとして「産学共同研究」により「環境・耐久・浸透」をテーマ
とした「現場の土そのものを素材とする薬液注入工法」の技術革新を進めてきました。
　その研究成果は多様な地盤条件に対応する統合地盤注入工法、液状化対策工、高強度地
盤強化、低炭素注入工法、ＤＸ注入技術へと進んでおります。
　施工実績として、恒久グラウトは，件以上（注入量億ℓ以上）、シリカゾルグラ
ウトは国内，件以上、海外件以上の実績を有しております。

パルテム技術協会　関東支部
Ｄ－

－純国産技術の管更生工法－

　パルテム技術協会は、純国産技術の更生工法のパイオニアとして所有する主要３工法の
もつ特性を最大限活用し提案力と技術力で皆様のご要望にお応えいたします。
【製管工法】パルテム・フローリング工法
φ㎜以上の自然流下の下水道幹線、農業用水路等
【形成工法】パルテムＳＺ工法
φ～φ㎜までの自然流下の下水道本管等
【反転工法】ホースライニング工法、パルテムＨＬ工法
φ～φ㎜までの内外圧管路、上水道、工業用水、農業用水等

くい丸
Ｄ－

プロユーザーを中心に、年以上愛され続ける
打ち込み杭のスタンダード、くい丸

くい丸は、仮設・鉄道・道路工事向けを中心に、
累計万本の出荷を誇る打ち込み杭のスタンダードです。

年度グッドデザイン賞受賞商品。

伊藤製鐵所 不動テトラ

　伊藤製鐵所は、一度使われた鉄スクラップを再処理し新たに鉄筋として生まれ変わらせ、資源の有効
活用と豊かな社会の建設の両立を追求する電炉メーカーです。
　鉄筋工の効率化及び生産性向上、温室効果ガス排出削減に寄与する製品を中心に展示します。
　ＥＰジョイント：ねじ節の鉄筋同士をカプラーで接合する機械式鉄筋継手工法。カプラーを用いるこ
とで、従来のガス圧接継手のような施工手間がなくなり、技量や天候に左右されないため約％の工期
短縮を実現
　フリップバー：せん断補強鉄筋や中間帯鉄筋のフックの代替として、定着性能を有する円型プレート
を摩擦接合した機械式定着工法で、鉄筋使用量の削減や施工性向上でトータルコストダウンが可能

Ｄ－
当社は電気炉で鉄筋（異形棒鋼）を製造・販売する会社です。
生産性向上、および温室効果ガス排出削減に寄与する製品を紹介します。

　『地盤改良技術』　地盤のエキスパートとして豊富な設計施工技術と施工実績を持ち、高い評価
と信頼を頂戴しております。あらゆる構造物に安全な地盤を提供します。
　『土木技術』　道路、鉄道、河川などの陸上土木分野、港湾、空港などの海洋土木分野における
豊富な技術で社会基盤整備に貢献しています。
また環境保全分野など、さまざまなニーズに応える技術開発に取り組んでいます。
　『ブロック環境技術』　テトラポッドに代表される消波根固ブロックは優れた消波機能や安定性、
高い経済性、環境共生も考慮し開発しています。
　ＩＣＴ、数値シミュレーションによる提案など技術・設計サービスで環境と調和しながら災害に
強い国土づくりに貢献します。

Ｄ－
不動テトラの『地盤改良技術』、『土木技術』、『ブロック環境技術』

リフリート工業会 熊谷組
Ｄ－

ＶＲコクピット（仮想現実操縦席）により、遠隔操作式建設機械のオペレータの操作感覚
の向上を図ることを目的として開発した技術を紹介します。

　無人化施工技術は、遠隔地から無線通信技術を利用し、遠隔操作式建設機械を用いて施
工する技術の総称です。主に自然災害被災地の危険性が高い施工現場より、離れて設置し
た操作室で遠隔操作し、オペレータの安全を確保する施工方法。無人化施工ＶＲ技術は、
遠隔操作でありながら実際に搭乗した体感に近い環境で操作でき、安全かつ効率的な遠隔
操作が可能です。その他、施工現場でのコンクリート締固め管理に、ホロレンズを用いた
ＭＲ技術を活用しリアルタイムにコンクリートの締固め状況を確認できるＭＲコンクリー
ト締固め管理システム、コッター式継手でプレキャストＰＣ床版を急速施工する技術の橋
梁用「コッター床版工法」を出展します。

和建 中日本高速道路会社
Ｄ－

「工事現場への思いやり」和建からの新しい提案です。

　土木仮設資材の賃貸業でトップクラスの実績・質・在庫量を誇る当社。
　幾多ある商品ラインナップの中で今回は送電線関連工事に使用できる敷物商品に特化し
た展示を行っております。
　新商品である送電線関連工事に最適な「Ｗマット」、軟弱地盤で使用できる「グリップ
ロードマット」、滑り止め付敷鉄板「すべらん君」など、お客様の意見を取り入れ商品化
した多数の商品のサンプル・ジオラマなどを展示。
　お立ち寄り頂いた皆様に新しいご提案をさせて頂きます。
　ノベルティもご用意しておりますのでお気軽にお立ち寄りくださいませ。

Ｄ－

もっと安全に、もっとスムーズに

　ＮＥＸＣＯ中日本は、安全を何よりも優先し、安心・快適な高速道路空間を時間

日お届けするとともに、高速道路ネットワークの効果を、次世代に繋がる新たな価値へ拡

げることにより、地域の活性化と暮らしの向上、日本の社会・経済の成長、世界の持続可

能な発展に貢献し続けます。

ホロラボ
Ｄ－

・BIMを中心にしたデジタルトランスフォーメーションの取組みをご紹介
・BIM、PowerBI、Web、Cloud、Unreal Engine、生成AI

　ホロラボは「フィジカルとデジタルをつなげ、新たな世界を創造する」をミッションに
掲げています。私たちはAR/VRなどのXR技術やBIM／フォトグラメトリなど空間デー
タを扱うことに長けたテクノロジー集団です。本展示会では、BIMとBIツールを組み合
わせて必要なデータをリアルタイムで簡単に検索できる「R2-BIM」や「建物みえるくん」
に加えて、生成ＡＩを活用してBIMに加えて社内外の情報や文書を調べられる「C3-BIM」
や「仕事できるくん」などを展示します。BIMをどう活用すればよいのかわからない、
デジタルトランスフォーメーションの他社事例を知りたいなどのご相談お待ちしておりま
す。

ワキタグループ
Ｄ－

後付け装置による建機の超長距離遠隔操縦
ＵＡＶ測量による構造物計測

　完全後付けの遠隔操縦装置と映像・制御信号の超短遅延伝送技術を組み合わせることで、
「i-Construction．」を見据えた建機の超長距離遠隔操縦を実現します。
　１億画素カメラ「iXM－」搭載UAVと、AIによる自立飛行UAV「Skidio2+」の２
種類のＵＡＶにより、橋梁などの構造物を３次元測量。撮影した写真から、３次元点群デー
タと．㎜以下のひび割れも写る高精細なオルソ画像を作成します。
　その他、ワキタグループオリジナルの消波ブロック吊上装置や杭施工の管理システムを
紹介します。

Ｄ－
建設現場を誰でも簡単にバーチャル化！
最先端の建設ＤＸソリューション「Matterport」で、設計・施工プロセスを効率化

　Matterportは、建設現場を簡単に３Ｄ化できる最先端技術です。
　現場のあらゆる部分をスキャンし、高精度な３Ｄモデルを生成することで、関係者全員
がリモートで現場状況を確認できます。
　これにより、遠隔地からの意思決定が迅速に行え、設計変更や進捗状況の確認もスムー
ズに。
　現場訪問の手間を削減し、プロジェクト管理を効率化します。
　Matterportの３Ｄ化技術は、建設現場の可視性と生産性を飛躍的に向上させます。

Ｄ－
土木設計における空間コンピューティング活用のご提案

　実空間とデジタル情報をシームレスに統合する技術である「空間コンピューティング
（Spatial Computing）」が注目を集めています。BIM/CIMはある意味において仮想の
３次元空間で設計業務を行う取り組みと言えますが、それゆえにデジタル情報を現実空間
に投影可能な「空間コンピューティング」との相性は良好と期待されます。当社のブース
では、土木設計における空間コンピューティング活用の在り方を提言する複数のコンテン
ツを展示予定です。

Ｄ－
積み重ねた経験と採用実績を活かし『インフラ長寿命化』に挑戦し続けます。

　中性化や塩害などを要因として劣化する鉄筋コンクリート構造物。これらの補修・改修
・予防保全を目的として年に開発された「リフリート工法」は、年の第一号物件
（東京都庁第２庁舎改修工事）採用を皮切りに、全国で約２万件を超える実績を誇ります。
同工法の責任施工を目的として年に設立された「リフリート工業会」は、補修・改修
施工のパイオニアとして、優れた素材と施工技術を年以上にわたって提供し続けており、
現在も新たな技術開発にも取り組んでいます。リフリート工業会は、全国（８支部）で展
開しており、約社の専門施工会社が優れた技術力と責任をもって、大切なインフラを
未来につないでいます。

集まれ！未来の創造者たち。
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ＤＴＳインサイト ライト工業 小島組
Ｄ－

世界の港に湾力（わんりょく）を。－　港を支える浚渫って？　－

　小島組は、大正８年の創業以来、浚渫をはじめとする港湾土木事業を広く行っています。
　「浚渫（しゅんせつ）」とは、港湾の水底にある土砂を取り除き航路をつくる〝海の道
路工事〟とも言える仕事。世界最大のグラブ浚渫船「五祥」など多くの浚渫船を有し、国
内外での工事に参画しています。
　近年、日本の国際戦略港湾や世界各地の港湾では大型船が安全に航行できるよう航路を
増深・拡幅することが求められており、浚渫の重要性が増しています。
　世界トップレベルの浚渫技術で世界中の港を活性化することが私たちの挑戦であり、地
球環境と港湾整備の調和が求められる今、小島組が開発した作業船は環境に優しく安全で
効率的な社会づくりに貢献します。

　当社は、斜面対策工事・地盤改良工事など「特殊土木工事」のパイオニアとして、国土の防災や
インフラ整備を通じて社会に大きく貢献してきました。
　今回、ICT技術を中心に斜面対策技術として、Automatic-Shot R、DCネット工法、ESネット工
法、Robo-Shotを、地盤改良技術としてACSシステム、CCSクラウド、ICT-JETなどを展示いた
します。
　創業年で培った豊富な経験と確かな技術のもと、常に時代の最先端技術に挑戦し、これからも
人々が安心できる強く豊かな国土形成に尽力してまいります。
　皆さまのご来訪、心よりお待ち申し上げます。

Ｄ－
「国土を守るプロフェッショナル」
－卓越した技術力と情熱で日本の国土を支える「特殊土木工事」のリーディングカンパニー－

Ｄ－
オフィスや詰め所からでも現場を把握できるダッシュボード『サイトダイバー』
リアルタイム映像と４Ｄをつなぐダッシュボードが建設現場の労働生産性を向上します。

　現場にいなくても現場がわかる！
　カメラを操作して現場の「今」の確認や、３Ｄモデルと映像を使って「過去」や「未来」
の工事進捗の把握など、使い方は貴社次第。Webブラウザ１つで完結するので、朝礼の
前にタブレットで、Web会議で、いつでもすぐに現場の状況を確認できます。
　追加機能のご相談にも柔軟に対応します。ＡＩカメラやセンサーと連携した危険区域や
夜間監視の自動化、導入済みシステムとの連携なども可能ですので、ぜひご相談ください。
　貴社独自の「サイトダイバー」で、現場の労働生産性向上を実現しましょう。

MetaMoJi フジプレコン いであ
Ｄ－

いであインフラＤＸ　～ゲームエンジンの活用とＡＩの力～

　当社では、より良い未来のインフラ管理に向けて３次元データや仮想空間などのデジタ
ル技術を活用したインフラＤＸに関わる技術開発に取り組んでいます。
　例えば、河川ＤＸでは、ゲームエンジンを用いた３次元イメージにより整備後の河川を
リアルに表現でき、自然環境創出のイメージ伝達が容易です。作成したイメージは、３次
元設計データに変換してＩＣＴ施工に活用でき、治水と環境の両立を目指した川づくりを
可能とします。また、ＶＲ技術によってデジタル空間で表現し、鳥になって空から、魚に
なって水中から河川をみる疑似体験ができます。更に、経年変化を３Ｄデジタルデータと
して記録することで仮想タイムマシーン体験も可能となります。

Ｄ－
生コンを使わず即日開放ができる自由勾配側溝

　スリットタイプの自由勾配側溝「ＳＥ－Ｋｉ側溝」は、現場打ちだったインバートコン
クリートをプレキャスト化した「インバート一体型」のスリット自由勾配側溝です。
　インバートとスリット自由勾配側溝本体を工場で合体して現場へ納入します。
よって現場でインバートを均す作業がなくなり即日開放、工期短縮が可能になりました。
　横断にも対応可能で乗入や工場造成でもグレーチングを使わず安価に施工可能です。

　eYACHO（イーヤチョウ）で、建設現場の働き方を飛躍的に改革！
　大林組と共同開発した「eYACHO」は、図面も資料もペーパーレスにして、ひとつに集約。朝礼、
安全衛生会議、安全パトロール、昼夜引継、図面チェックなど、さまざまな現場業務に活用できる、建
設現場アプリです。
　リアルタイムな書き込み共有＋ビデオ通話機能により、現場や事務所など離れた場所でも確実なコミ
ュニケーションが取れるため、無駄な移動時間も削減できます。安全衛生日誌など書類や報告書の作成
も簡単に現場で入力でき、事務所への持ち帰り業務を削減します。アナログな道具をデジタル化してス
マートな働き方を実現、建設業界を取り巻く年問題への対策もスムーズに対応可能です。

Ｄ－
建設ＤＸを強力に推進し、年問題対策を。
施工管理支援アプリ「eYACHO」

循環式ハイブリッドブラストシステム工法協会 協同組合Masters ジオテツ工法研究会 ケミカルグラウト
Ｄ－

アイスクリート・耐高水圧アンカー・バルーンボディアンカー

　アイスクリート　凍土は大深度、高地下水圧下の工事などで高い地盤強度と不透水性を
発揮します。強固にするための材料は地盤中に何も加えないので、環境への負荷も少ない
自然に最も優しい地盤改良工法です。
　耐高水圧アンカー　特殊止水装置・閉塞型ビット・ケーシングパッカーを使用し、高い
水圧下で、水・土砂の噴出を防ぎ周辺環境に悪影響を与えないで安全に健全なアンカーを
造成することが可能です。
　バルーンボディアンカー　鋼製チューブ（Balloon Body）にグラウトを注入して円柱
状に膨張させ、摩擦型アンカーで対応が困難な軟弱地盤でも高耐力を得ることができます。

Ｄ－
鋼矢板残置は既に過去の話。鋼矢板を安心して引抜けるオンリーワン工法。
ジオテツ（土留部材引抜同時充填）工法でリユースに貢献します。

　従来工法（薬液注入工法）と比較し、施工性や品質で優れ、効率的な施工・管理が可能
です。残置埋め殺しに比べ格段に工事費用の縮減ができます。工事実績も徐々に増加し、
現時点では件を超えています。高規格道路や鉄道に近接した土留杭の引抜において各
管理者の基準（許容沈下量等）を満たした施工が可能となります。
　また、都市部のビル等の民間建物への近接施工においても、周辺地盤の沈下を抑制し安
全に引き抜けます。更に、貴重な有限資源である鋼材を無駄にすることなく資材として有
効なリユースが可能となり、資源リサイクル、建設事業で発生するエネルギーのミニマム
化、事業損失の未然防止、多方面にわたり大きく貢献する工法です。

　橋梁補修補強工等において、鋼構造物の素地調整（１種ケレン）やコンクリート劣化部のチッピ
ングを行う循環式機能付ブラスト工法で、エアーブラスト（加圧式）工法などに代わる新しい工法
です。
　研削材（スチール等）を鋼材表面に衝突させ、その研削材と衝突し剥がれ落ちた廃棄物を同時に
吸引し、打撃遠心分離法により研削材と廃棄物を分離し研削材を再利用することができます。
　研削材を再利用することにより、通常のエアーブラストで使用される１㎡当り㎏の研削材を循
環再利用することで、破棄物の量を削減できる効果があります。また、電気制御版で操作等も簡単
になっているため、特殊な機械元の操作者も必要なく労務コストも削減できます。

Ｄ－
安全かつ高い作業効率で廃棄物を最大限に削減できる新工法

高洋商会 日新インダストリー 大林組
Ｄ－

透明型枠　透（クリアー）フォーム＆透水ボード型枠アクアトール

　透明型枠クリアーフォームは打設管理を可視化し、高品質で安心・安全なコンクリート
仕上がりに必要不可欠な型枠技術です。使用現場は累計現場を突破し、橋脚下部上部
工、護岸、トンネル、庁舎、防衛施設などあらゆる躯体工事に使用が可能です。
　透水ボード型枠アクアトールは業界初「ボード」型の透水型枠です。コンクリート中の
余剰水を排出することで、高品質なコンクリートに仕上がることはもちろん、気泡（アバ
タ）が発生せず、美観も向上します。またボードである利点は取り付けに掛かっていた手
間の軽減や皺発生の心配がゼロになります。現場の声を反映して年以上経て開発した透
水型枠の新基準を提案いたします。

Ｄ－
防錆も環境対応も不めっきも！
溶融亜鉛めっきに関するお悩みなら弊社にお任せください

　創造と挑戦をモットーに、お客様のニーズに応える製品開発を続ける溶融亜鉛めっき補
修塗料メーカーです。今展示では、ジンクリッチペイントや変性エポキシ樹脂塗料など、
建設現場でご活用いただきたいさび止め塗料・補修剤を多数ご紹介します。これらのメイ
ン製品に加え、有機則・特化則フリーの環境対応型塗料や不めっき剤、白さび除去剤など、
ご注目いただきたい製品を多数ご用意。幅広く、かつニッチなニーズにお応えする豊富な
ラインナップから、お客様のお悩みに寄り添ったご提案をさせていただきます。ぜひ、会
場で皆様のお悩み事をお聞かせください！

Ｄ－
大林組の低炭素型建設材料技術

　大林組は「地球・社会・人」のサステナビリティの実現への一環として、低炭素資材の
開発・実用化を進めていきます。低炭素型コンクリート「クリーンクリート」は、ＣＯ
排出量を最大％低減でき、これまでの累積打設量は年度末時点で万㎥に達してい
ます。そのほか、産業副産物を活用しカーボンネガティブを実現する「クリーンクリート
Ｎ」や木質バイオマスを使用し長期間ＣＯを固定できる「リグニンクリート」などの低
炭素型資材を新たに開発しており、今後も現場での適用拡大やさらなる技術開発・実用化
を進めていきます。当社ブースでは、実物、パネルを用いてご説明します。是非お立ち寄
りください。

先端建設技術センター竹中土木レフィクシア
Ｄ－

【LRTK】スマホで簡単点群と高精度位置方位情報付き写真撮影による現場ＤＸ

　レフィクシアは高精度GPS端末LRTKと測位ＤＸシステムを提供しています。
　LRTK Phoneは水平誤差±２㎝、高さ誤差±３㎝程度の測位が可能な端末で、受け取
った座標をiPhoneで活用します。
　３Ｄ点群をスマホ１台で取得できる機能や点検箇所の写真を㎝精度の位置情報付きで撮
影できる機能があり、写真や３Ｄ点群をWebクラウドで一元管理できます。
　現場でインフラ点検箇所の記録や確認にご活用いただけます。
　取得した３Ｄ点群データからその場で簡単に盛土の体積の計算も可能です。

建設物価調査会
Ｄ－

土木関連部品のＣＡＤデータライブラリ「i-部品Get」

　「i-部品Get」は、土木関連部品のＣＡＤデータダウンロードサイトです。
　「i-部品Get」では、データのオープン化を実現。メーカー各社の「コンクリート製品」
「道路用製品」「橋梁用製品」など、土木関連部品における２次元（２Ｄ）、３次元（３
Ｄ）のＣＡＤデータおよび製品関連情報を多数掲載、ダウンロードしてお使いいただけま
す。
　掲載メーカー、会員相互の生産性の向上に向けて、当サイトを広くお役立てください。
　会員登録、ダウンロードは無料で提供しています。

協和製作所
Ｄ－

河川の洪水、高潮・高波、津波に対し無動力、無人操作で的確に開閉作動する
水門・樋門用の自動ゲート設備

　『オートフラップゲート』及び『オートフラップゲート・Ｌ型』は、河川や海岸の水門
・樋門に適用できる無動力無人操作方式の自動ゲート設備です。大雨や台風による河川の
増水、或いは高潮・高波、津波発生に対し、管理者の操作を必要とせず、また停電による
動力制御電源の喪失に関係なく、適宜・的確に開閉作動し、確実な自動止水と円滑な自動
排水を行うことができます。
　各々『下ヒンジ式』と『上ヒンジ式』の異なるフラップ形式の特性を活かし、作動制御
と任意操作の機能整備を図り、設置場所の条件や設備用途に対応した安全で効果的な自動
ゲート設備を提供できるよう技術の研究開発を進めています。

矢崎総業

　業務用車両（商用車）に搭載が義務付けられているデジタルタコグラフから運行情報を取得し
「商用車プローブデータ」としてご提供しております。
　矢崎の通信型デジタルタコグラフにて、商用車の運行情報を時間日、休む事無く、位置情
報や加速度等、豊富な種別のデータを高密度（．秒）で取得し蓄積しております。
　そのデータは１日で，万㎞（※年９月時点）を超える大容量プローブデータです。
　プローブデータから「走行経路」「通行量・平均通行時間」「ヒヤリハット情報」などを分析し、
道路計画や、交通施策の効果分析・活用が可能で、安心安全な道路交通社会へ貢献するデータです。

Ｄ－
矢崎はデジタルタコグラフ（運行記録計）からデータを蓄積し、
安心安全な道路交通社会へ貢献する「商用車プローブデータ」を提供しております。

日本国土開発
Ｄ－

回転式破砕混合工法による建設発生土リサイクル技術

　本技術は、従来工法では対応困難な高含水比粘性土や軟岩などの建設発生土も均一に撹
拌混合が可能な土砂改良技術です。また、振動ふるい機と風力選別装置を併設することで、
土砂の粒度改善、強度改善、ガレキの分別除去の３つの処理を大量かつ連続的に１つのプ
ラントで行うことができます。本技術で改良した良質な土は築堤、路盤材料等への活用が
図れます。近年では、豪雨被害を受けた地域の河川工事等で多く採用され、災害に強い国
土づくりに貢献し、これまでに，万㎥の改良実績を有します。さらに、これまでの環
境への取り組みが評価され「令和３年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等
表彰」において国土交通大臣賞を受賞しました。

西武建設
Ｄ－

接触作業を目的としたソフトハンド搭載ドローン

　撮影や測量など非接触作業が主であった建設用ドローン界において、「接触作業」領域
での活用を目指し、人間の両腕のような２つのロボットアームの先端に実寸大のシリコン
製ハンド（ソフトロボットハンド）をドローンに搭載した。
　建設作業者が使う多様な工具（ドリルやブロワー等）を把持させ、空中での手作業を可
能にするコンセプトにより、年４月には特許を出願している。
　今後、建築物維持管理の省略化実現に向け、削孔の位置決めや加圧方法などの接触・微
破壊式ドローン技術をより高度化し、建築工事や建築物の耐久性評価への適用も見据えた
研究を展開していく。

ミラテクドローン

　ミライト・ワングループではマプリィの３Ｄ技術を活用して、あらゆる分野での調査・測量・点検業務を効率化する現場
ツールを共同で展開しています。

①　手軽に点群を取得　LiDARは据え付け不要、スマホから短時間でデータの取得が可能
②　圧倒的な低コスト　LiDAR機器は万円からの提供を実現
③　シーンに応じたラインナップ　近、中、長距離の現場データ取得、ポケット式、バックパック式など
④　１人でできるスマート測量　アプリケーション、LiDAR、GNSSレシーバーの組み合わせ自在で、現場で、１人で簡
単に３次元計測が可能
⑤　測量業務の効率化　現況測量や杭の探索、図面化など測量業務を効率化するアプリケーションで、簡単な操作で精度の
高い点群データを取得

Ｄ－
３次元データを簡易に取得して測量業務を効率化
様々なシチュエーションに対応！素早く現地の状況を３次元に

サンシャインシティ展示ホールＣ・Ｄ
（文化会館ビル２Ｆ・３Ｆ）
　：～：（最終日は：まで）
　皆さまのご来場を

　お待ちしております。

圧力調整注入技術研究会 国際航業
Ｄ－

海外からの評価が高いひび割れ注入技術

　ひび割れ表面からコンクリート補修材を注入する真空吸着機能を有する注入機とコンク
リート構造物の内部から注入する特殊ノズル型注入機を用いてひび割れ補修工法です。こ
の工法は、注入性能・適応能力・経済効率に優れた画期的なコンクリートひび割れ注入技
術です。この技術は、接着養生が不要な注入技術であり、低圧から高圧まで注入圧力を調
整できる、補修材（無機・有機）を選ばない、複数の材料を連続して注入できる等の特長
があります。さらに、従来技術と比較し優れているのは、ひび割れの深部から表面部まで
的確に注入することが可能であることと、注入機を繰り返し使用するため廃棄物が発生せ
ず、環境負荷が低いことです。

　国際航業は地理空間情報技術のリーディングカンパニーとして、最先端の計測技術と幅広いコン
サルティング技術を有しており、建設業界において当社の技術力が新たな価値を生み出しています。
　当社に高い技術力により、ドローンによる計測で取得した高精度な３次元点群データを活用し、
３次元空間解析を通じて現場の状況を迅速に可視化・最適化することができます。また、ＳＡＲ衛
星を用いた地表モニタリングを組み合わせることで、リスク管理と安全性向上を実現。最先端の技
術で建設現場に変革をもたらします。
　会場では３次元空間解析のデモンストレーションなどを実施しています。ぜひブースまで足をお
運びください。

Ｄ－
３次元空間解析をはじめとする高い技術力と革新性で、建設ＤＸの実現を強力にサポート
いたします！

三井化学産資 ソーキ
Ｄ－

我々ソーキは『計測技術で新しい世紀を創造したい』を原点に『技術力』と『現場力』で

あたらしい『はかる』にチャレンジしています。

　私たちソーキは、測量機器・計測機器レンタルで培ってきたノウハウから生み出したオ

リジナルシステムにより、ただはかるだけでなく、はかるによる未来創造を実践します。

『はかる』＋『レンタル』『ソーキ』の展示ブースへ是非お越しください。

信越産業 リモート・センシング技術センター
Ｄ－

新設から既設までコンクリート構造物を支える材料メーカー

　当社は、コンクリート構造物を〝新しく造る〟から〝維持管理〟までをサポートする材
料メーカーです。コンクリート型枠離型剤（レジコンシリーズ）をはじめとした『新設構
造物の製造効率と美観性を高める製品』から『老朽化した構造物の寿命を延ばすための断
面修復工法（リプロクリート工法）と材料』までの多様な製品ラインナップで、コンクリー
ト構造物に関する幅広い製品を提供しています。当社の製品は、ＣＯ削減や環境負荷低
減、作業者の安全といった社会的な課題にも積極的に取り組み、お客様の多様なニーズに
ワンストップで応えます。日本各地の拠点網を活かし、迅速かつきめ細やかなサポート体
制でお客様のプロジェクトを支えています。

Ｄ－
衛星画像を活用しよう！－地表面変位計測サービス「ＲＩＳＥ」－

　我々、リモート・センシング技術センターは、衛星画像や衛星リモートセンシングに関
する研究開発から運用・利用に至る総合力でトータルソリューションを提供し、環境問題、
災害、国土管理、農林水産など様々な分野の社会課題の解決に取り組んでおります。
　今回、建設技術展関東でご紹介するサービスは衛星画像のみから地表面の変位を計
測するもので、広範囲を一度に計測し、国内外問わず対象箇所及びその周辺の地表面変位
の状況をご確認頂けます。
　近年、様々な分野で衛星画像の利活用が進んできている中、弊財団のブースがご来場者
様にとって有益な情報収集の場になると幸いです。
　皆様のお越しをお待ちしております！

青木あすなろ建設
Ｄ－

水深７ｍまでの浅水域で水中掘削の威力を発揮する『水陸両用ブルドーザ』
固定とエネルギー吸収で橋脚の耐震性能を向上させる制震デバイスの『ＤＲＦダンパー』

水陸両用ブルドーザ（作業水深７ｍ）／年以来，件以上の施工実績があり、河道
掘削工事、ダム堆砂除去、港湾、漁港、漁場などの整備維持工事や災害復旧工事でも活躍
しています。
　年新たにマシンガイダンス機能を搭載し、ＩＣＴ施工対応となりました。
　また、電動式の次世代水中施工ロボットの実証にコマツと共同して取組んでおり、
大阪・関西万博の未来社会ショーケース事業「フューチャーライフ万博・未来の都市」に
コマツと共同出展します。
　その他の技術／ＤＲＦダンパー

飛島建設
Ｄ－

－「飛島建設」から「飛島（トビシマ）へ」－

　社会変革のスピードはさらに加速し、ＳＤＧｓ・ＥＳＧ・カーボンニュートラルへの対
応など、企業経営には、広く社会に目を向けた積極的な取組み姿勢が求められております。
　当社は、トビシマのＤＮＡである「イノベーションマインド」を原動力に、ＤＸを軸と
した「企業のサステナビリティの実現」、創業精神である「利他利己」の実践を通した
「社会のサステナビリティへの貢献」、そしてその両立を目指すＳＸ（サステナビリティ
・トランスフォーメーション）経営を推進してまいります。

Ｄ－
時代のニーズと社会の要請に応え続ける

　当社は、竹中工務店グループの一員として、経営理念に「最良の作品を世に遺し、社会
に貢献する」を掲げ、一貫して土木分野を基軸に、社会資本の整備を通じて、人々の豊か
な暮らしと社会の発展に力を尽くしてきました。
　本技術展では、以下の技術をご紹介いたします。
・ＶＲによる現場の遠隔確認を実現する「遠隔臨場実証」※実際に体験できます。
・調査・検査の無人化を実現する「自律走行ロボ」
・図面への自己位置が表示できるアプリ「測らてす」
・汚染地盤の省エネ加温高速浄化システム「温促バイオ」

Ｄ－
【出展技術１】　ＮＥＴＩＳ新技術情報提供システム登録申請支援事業
【出展技術２】　～建設発生土のトレーサビリティシステム～

【出展技術１】
　先端建設技術センターでは、民間事業者により研究・開発された新技術が国土交通省の
運営するＮＥＴＩＳ新技術情報提供システムへ早期に登録されることを目指して、民間事
業者が行う登録申請の支援を行います。
【出展技術２】
　土砂の搬出・受入地点にスマホを設置、ダンプ専用のＩＣカードを搬出・受入地点のス
マホにタッチすると土砂運搬の発着記録一覧がデータ化し適正処理の確認と帳票作成の効
率化が図れます。

　タフネスコート工法は、コンクリート構造物の表面に専用のピュアポリウレア樹脂（タフネスコート）を
吹付けることにより、機能保持・向上を必要とされるコンクリート構造物の要求条件に合させて４つの機能
（効果）、剥落防止、耐久性向上、耐衝撃性向上及び貯水性確保を個別あるいは同時に発現可能な技術です。
本技術は従来防水工法として多く実績があるものの、十分に検証されていなかったポリウレア樹脂の力学特
性に着目し、その効果を試験及び解析により検証しました。
　施工は下地処理、プライマー塗布、タフネスコート吹付の三工程とシンプルで施工短縮に期待できます。
　社会インフラの長寿命化にタフネスコート工法、ご検討お願いします。

Ｄ－
剥落防止！　中性化・塩害・凍害対策！　耐衝撃性向上！
ポリウレア樹脂を用いたコンクリート構造物の機能保持・向上技術「タフネスコート工法」
土木学会技術評価第号　ＮＥＴＩＳ登録ＱＳ－－Ａ

集まれ！未来の創造者たち。


